
日米のコメ牛産費比較

(1985年産 10a当たり円

日本 米国

農苗費 2，803 種子 1， 421 

材料費 10，960 肥料 1. 986 

農薬費 7，580 農薬 1. 460 

動力費 4， 004 燃料電気 2，031 

諸材料費 2， 255 

水利費 5，850 購入水 448 

貸借料 8， 593 委託費 1. 860 

技術料 80 

予備費 4， 334 雇用労賃 736 

農機具費 42，656 修理費 1. 230 

労働費 54，339 乾燥賛 2， 107 

費用合計 143，374 変動支出計 13，576 

資本利子 7，659 間接費 1，357 

地代 31. 406 租税保険 623 

資本更新 2， 652 

純地代 3，986 

第二生産費176，679 地代以外 7， 422 

経済費用計 24，715 

60kg当り 20， 103 60kg当り 2，299 

日本/農林水産省『生産費調査J。

米国/全国農協中央会調査。 lドド160円
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何故、これほどまで日本のコメは"高く"なったのか。「結章:r調整』米価の決定携造」に

おいて本研究は、いよいよをもってこの最初の問題設定に立ち戻って一つの結論を提起す

る段である。本研究は序章において、「政府介入の政治経済過程」という分析視点と、「戦後

日本の米価決定」という分析対象を説明したのに続いて、第一章において戦後日本の"高い

"コメの実態が、たかだか「調整」米価にすぎないことを明らかにした。この場合、「調整」米

価の「調整jには、(1)文字どおり価格「調整Jして米価推移を、市場原則を緩やかに反映した、

安定的かつ下方硬直的なものとしたという含意、 (2)急激な比較劣位の進展に合わせて産業

間「調整Jを図ったという合意、 (3)産業構造の急速な転換にもかかわらず、政治的な「調整」

を図って衰退産業からの政治的支持を獲得し続けたという含意、という三つの異なる意味

が込められている。「所得均衡は基本的に市場メカニズムによって達成される一方で、需要

量の低下と生産量の増加に伴う生産過剰によって食糧管理費が増加すると、食管堅持のた

め米価抑制する方向に食糧庁、党農林族、そして系統農協が活動し、その米価決定劇から生

じる農業保護的な政治米価の強烈なイメージから、与党自民党に対するコメ農家の高い支

持率が基本的に維持され、市場メカニズムに基づく産業機造の急速な転換が容認された」の

である。

今日、戦後日本を対象に提起されている多元主義モデルの多くは、意思決定の基本単位

が、官庁機様においては「所管官庁関係部局課」、政党(自民党)においては「族議員Jであり、

「所管官庁関係部局」、「族議員」に「業界団体」を加えた三者(三角同盟)が、政策決定に日常的

にかかわる固定的な政策主体として、強力な個別利益媒介(利益誘導)型の政策決定を行っ

ており、ひいてはこの個別利益媒介型の政策決定が、産業構造や国際環境への柔軟な対応

を阻害していると指摘している。しかし、需給均衡水準を上回る"高い"米価には、コメ農

家や系統農協に配慮する自民党や農水省による「個別利益媒介Jや「既得権益維持」といった

側面があることは確かに事実であるが、それは少なくともこれまでの所は、その程度は"多

元的"停滞が懸念されるほどではないのである。

自民党による米価調整が定着し、農林議員の引き上げ要求が強まった1961年からは、政

府米価は園内市場、国際市場のいずれの市場価格をも一度も下回っていない。これは、自民

党や系統農協の米価引き上げ要求が、基本的に決定米価に反映されている結果にほかなら
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ない。しかし、同時に10%前後で安定的に引き上げられていた1961-1967年間においても米

価は、他の土地利用型農産物の価格に比べてその上昇率が高かったわけではなく、基本的

には生産性格差インフレに裏付けられた引き上げだった。需給事情や財政事情に米価引き

上げの余絡がある場合において、初めて自民党の引き上げ要求が決定米価に反映されたの

にすぎなかった。

また、農林族が台頭してきたのはあくまでも、それまでの10%前後の引き上げ米価が据え

置きに抑制される過程においてである。自民党の政治介入が年守強化された1950年代後半

においても、物価状況を緩やかに反映して、政府米価は据え置き中心に推移し変化しなか

った。一方、保守分裂期(1952-1955年)においては一般歳出の%に相当する大幅補正がコ

メに対してなされたことがあったが、子算優位が確立した自民党政権においては、大幅な

補正がもっぱら米価決定のためになされることはなかった。ちなみに、 1985年時点におい

ては他の先進諸国と比べて、日本の農林水産歳出や価格政策費は決して高い水準にあるの

ではなかった。

果たして、こうした「調整」米価は、如何にして可能となったのか。強い個別利益媒介を

もたらすはずの「三角同盟」の存在が、何故、「調整」米価に帰着したのか。「結章・『調整』

米価の決定構造Jは、この問題設定に対して、第二章から第五章まで論じてきた歴史的変還

を踏まえつつ、第六章で詳細に論じた1986年産米価の据え置き"劇"を土台に、本研究の結

論を整理している。ところで、本研究が戦後日本の米価決定を悲"劇"の構造であると形容

したり 1986年産米の価格決定を本研究が据え置き"劇"と称したりするのは、単なる言葉の

彩ではなし、。結論を先取りして言えば、「調整」米価の決定構造の特徴は、役柄演技の総体

としての"演劇"締造にもっともよく例えられるのである。一般に演劇には、舞台・背景・道

具といった基礎的条件があり、また、そこにはおおむね既成の筋書・役柄・演技がある。そ

こで、「結章・ 『調整』 米価の決定構造Jも、主に、米価決定"劇"を支える舞台・道具・背景を

解明した「第一項。米価決定"劇"の舞台・道具・背景Jと、そうした舞台設定において展開され

る米価決定"劇"の筋書・役柄・演技を、米価決定の手続きに即して分析した「第二項米価決

定"劇"の筋書・役柄・演技」という二つの項から成り立っている。最後の「第三項米価決定"

劇"の過去・現在・将来」は、米価決定"劇"の成立過程を改めて整理しつつ、その成立要因を

分析し、米価決定"劇"の持つ一般的合意に言及したものである。

なお、調整米価の決定構造を役柄演技の総体としての"演劇"構造に例えること自体は、

「日頃は農業政策の勉強をさぼり、一年に一度米価決定の時だけ、農業保護の"パァフォー
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マンス"に徹するJ政治家を批判したり、「十全な根回しを通じて関係者が子め"落し所"を設

定しておくために、公的審議会や国会審議を形骸化させてしまう」永田町政治を耶喰したり

することを短絡的に意味するものではない。米価決定を演劇機造として把握すること自体

に批判的な含意はない。実相は逆である。こと政治の世界に限らず、人間活動一般を現存

在のうちに存在論的に捉え返した時に、その汎通的な構造規定として、役柄・演技という慨

念が浮上してくるのである(注1)。

(7 - 1)米価決定"劇"の背景・舞台・道具

戦後日本の米価決定"劇"の根幹を規定してきたモノには三つある。コメの需給徳造と、

食糧管理法、そして算定方式である。米価決定"劇"をその「背景」から間接的に強く拘束し

てきたモノがコメの需給構造であるならば、米価決定"劇"の「舞台」を直接規定してきたモ

ノが食糧管理法であり、さらに、その表舞台において米価決定"劇"を盛り上げる最大の「道

具」の役割を果してきたモノが、算定方式である。この場合、コメの需給権造には、農産物

一般に共通の特徴に規定された側面と、「日本に宿命的な過小農」と言われてきた零細小規

模な日本土地所有形態に規定された側面とがある。そして、このコメの需給構造に対応し

て制定されたのが、食糧管理法なるモノ(法律)である。この食糧管理法なるモノを核にし

て、食糧管理施行令、農林水産省組織令等の関連政令や、それら法律、政令に付随する慣行

(法律や政令では直接規定されていない)が存在し、現行の米価決定"劇"が形成されている

のである。

俗流マルクス主義にならって言えば、「背景」に相当するコメの需給俗造が下部構造であ

り、「舞台Jに相当する食糧管理制度が上部構造ということになろう。しかし、ここで重要

なことは、前者が後者を規定しているとか、後者が前者のあり方を規定しているとかとい

う両者の相互関係ではない。そうではなく、これら二つのモノに「道具Jとしての算定方式

が加わって混然一体となって現行の米価決定"劇"を作り上げているという事実が重要なの

である。コメ需給構造、食管法、算定方式の三つを根幹に長年積み重ねられてきた米価決

定には、多くの慣行、振舞い、作法が存在している。そして、それら不文律の制度は米価決

定の舞台に決って登場してくる主体の行動形態・行動様式を、ある程度まで規定してきたの

である。それら不文律の制度は当事者である各主体にとっては自明の理であり、自明の理
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であるが故に各主体の行動を規定している。決定過程における各主体の行為を説明・理解し

ようとする政治過程論に欠けていたのは、各主体の行為を根底で規定してきた、これら「背

景J、「舞台」、「道具Jに関する体系的な説明であった。
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第二次大戦中の1942年に制定された食糧管理法は、戦時経済における食糧の安定供給を

意図してその第一条において、「国民ノ食糧ノ確保及国民経済ノ安定ヲ図ル為食糧ヲ管理シ

ソノ需給及ピ価格ノ調整並ニ配給ノ統制」を定めた。この食燈管理法によって戦時政府は、

コメをはじめとして麦、雑穀、殺粉、甘詩、馬鈴薯、加工品、麺類、パン等主要農産物すべての価

格と数量を生産・集荷・卸売・小売のあらゆる段階において統制した。そして、終戦後、食糧

不足が緩和されるにつれて食管制度の対象品目は漸次減少し、 1952年に麦が間接続語Ijに移

行してからはコメが唯一の食管統制下にある食糧となった。

その後、コメに関しでも、自主流通米制度の創設(1969年)、物価統制令解除(19i2年)、食

管法一部改正(1982年/小売段階の自由化)、正米市場創設(1990年)など種キの部分改定・運

用改善が図られ、主に卸売ー小売 消費者段階の規制緩和が図られきた。(図 1 )は、こ

れら部分改変措置によって復雑になった1986年現在のコメの流通経路を示している(注 2

)。規制緩和が行われたとはいえ、コメ輸出入の事実上の禁止という国境維持措置など、自

主流通米を含めた政府による需給管理、系統農協によるの事実上の独占集荷など古めかし

いカタカナ規定に代表される食管制度の根幹は、今日に至っても堅持されている。コメの

生産・消費双方における重要性から、生活水準や食糧事情が激変した戦後半世紀問、この食

糧管理法をよりところに政府による米価決定が続けられてきたのである。

簡潔に言えば食糧管理法に基づく食管制度とは、政府が生産者からコメを定められた価

格(政府買入価格/生産者米価)で買い上げ、その一部流通経費を政府が負担した上で、消

費者にそのコメを別途公定された価格(政府売渡価格/消費者米価)に従って払い下げる制

度である。そして、それぞれ別途に公定される価格について食糧管理法は、第三条第二項

で「政府ノ貫入ノ価格ハ政令ノ定ムル所ニ依リ生産費及ピ物価ソノ他ノ経済事情ヲ参酌シ米

穀ノ再生産ヲ確保スルヲ旨トシテ之ヲ定ム」こと、また第四条第二項で「政府ノ売渡ノ価格

ハ政令ノ定ムル所ニ依リ家計費及物価ソノ他ノ経済事情ヲ参酌シ消費者ノ家計ヲ安定セシ

ムルコトヲ旨トシテ之ヲ定ムJ(第四条第二項)ことを規定していた。

つまり、第三条第二項及び第四条第二項併せて食糧管理法は、政府買入価絡には「再生産

貨の確保J、政府売渡価格には「家計の安定Jという異なる基準を定めた「二重価格制度Jなの

である。この規定によって政府は、必ずしも需給均衡という市場原則に基づかない米価決

定を行うことが可能となる。需給原則によらない価格決定を定めた二重価格制度は、市場
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機構とは異なる食管制度の食管制度たる所以である。しかし、同時にこの二重価格制度の

規定は、需給事情や財政事情を無視した生産者米価の引き上げ要求をも可能にする法的根

拠をも、政党や圧力団体に与えた。しかも、この二重価格制度の趣旨に基づいて消費者米

価と生産者米価とは、原則としてそれぞれ別の時期に決定されることになった。同時審議

・同時決定の否定は、「生産者米価の改定に際しては一層の引き上げを要求し、消費者米価

の改定に際しては一層の抑制を要求する」という、需給均衡の市場メカニズムとは真っ向か

ら対立する"政治的要求"を助長したのである。

生産者米価の改定についていえば、二重価格制度の「建前」に基づいて生産者米価の改定

が論議されている場においては、消費者米価の引き上げに直結しない"約束"の生産者米価

引き上げに反対するのは、農家いじめであると考えられなくもない。明かに消費者米価の

改定につながるような、大幅引き上げ要求以外に対しては、消費者サイドとしても生産者

米価の引き上げ要求に反対しづらいのである。生産者米価の引き上げ要求に逐一反論する

よりは、その引き上げ要求を賛成ないし黙認して、消費者米価の改定に際して消費者米価

の抑制要求を黙認ないし賛成してもらった方が、二重価格制度の理にかなう。二重価格制

度や同時諮問・同時決定の否定は、ある程度まで制度的に消費者米価と生産者米価の有機的

連関を切断することに成功しているのである。

ただし、食糧管理法第三条第二項が規定した「生産費及ピ物価ソノ他ノ経済事情ヲ参酌シ

米穀ノ再生産ヲ確保Jという基準や、第四条第二項の「家計費及物価ソ ノ他ノ経済事情ヲ参

酌シ消費者ノ家計ヲ安定セシムルJという基準は、抽象的なものでそれ自体では具体的な算

定方式や価格水準を示さない。「政令ノ定ムル所」の規定も米価決定に関する主だった規定

は、食糧管理法施行令第二条と農林水産省組織令第百三十八条の二つしかない。食糧管理

法施行令第二条は「買入の価格及び売渡の価格は、毎年之を定める。②・・・・経済事情の変動

が著しい場合においては、 これを改定する ことができる」という通年一回の価格決定と追加

払いを規定したものである。農林水産省組織令第百三十八条は、「食糧庁に米価審議会を置

く。②米価審議会は、食糧庁の諮問に応じ 、米価その他主要食糧価格の決定及びこれに関

する必要と認める事項を農林水産大臣に建設するJという米価審議会の規定である。つまり、

「再生産費の保証Jと「家計の安定」という法律による規定と、米価審議会を経て農林水産大

臣が年一度決定するという政令の規定を除けば、算定方式・決定時期・決定方法など具体的

な米価決定の実際はすべて政府裁量にまかされているのである。
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コメ生産費と算定方式

ところで、コメの生産費については、統制が強化され出した1920年代から農水省(農林省

・農商務省)が毎年調査してきた。この場合、調査結果をそのまま集計したのが「原生産費」

であり 、如何なる算定方式においても、この原生産費が保証すべき再生産費を確定する上

で重要な資料となった。しかし、この原生産費はそのまま機械的に決定米価に反映される

ことはなく、そこには常に政策裁量が加えられてきた。それは、決定米価に対する政治的

配慮もさることながら、本質的には農産物としてのコメの需給徳造の特性とかかわってい

る。他の一般農産物と同様にコメの需要と供給は双方ともに所得(価格)に対して非衛力的

である。しかも、その生産量は年キの気象条件その他によって豊作・凶作の変動を避けるこ

とができない。価絡非弾力的な農産物市場においては、この生産量の変動こそが大きな価

格変動となってあらわれるのである。一般に農産物に対して各国政府が価格政策を多用す

る背景には、こうした大きな価格変動を生み出す生産量の変動がある。

そして、豊凶作の変動を避けられない農産物は、その原生産費に関しでも一様ならざる

分布を示した。 1984年産米の生産費調査を作付規模iJlJに表した第六章の(表一 4)によれば、

0.3ha未満農家と3ha以上の農家では費用合計額で198，535円と 109，002円の間に実に二倍近

い格差があった。しかも、厄介なことにコメの原生産費の水準は作付規模に影響されるば

かりではない。作付規模以外にも耕地・品種・気候その他諸守の条件によって、コメの原生

産費は左右される。その上、ある同一農家の生産費は収穫量変動その他の影響を受けてそ

の実数値を大きく変動させるばかりか、調査した母集団内で高いものから小さいものまで

並べた場合の席次も全く異なっ てしまうのである(注 3)。

家族経営農家に対して再生産貨を保証するという物事の特質上、かりに正規分布を仮定

しても、約半数の農家が原価を割ることになる中央値や、調査農家の生産費を単純に平均

した値が妥当であるとは論定できない。再生産費の算定に際しては、原生産費調査に対し

て正規分布を想定した機械的な平均値計算を適用することはできないのである。こうした

生産費算定の特質は、コメばかりでなく豊作・不作の変動や規模別格差が大きい農産物の生

産費一般に共通であり、また、ある程度までは薬品など一部工業製品の原価計算にも共通

している。実際、原生産費平均値は年毎に変動が大きく、そのまま機械的に価格決定して

は食管法による価格公定の意味がなくなってしまうのである。

こうして機械的に再生産費を算定できない状況においては、おのずと原生産費を"加工"
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する算定方式が必要になる。そして、食糧管理法の具体的な規定が存在しない状況におい

ては、再生産費を保証すべき対象農家の選定の仕方如何によって、幾通りにも"正しい"草

定方式が提起できた。全農家の75%の再生産費を保証すべきか、 80%を保証すべきか、自家

消費農家を対象農家に含めるか否か、コメ販売量によって比重をつけるか否か、過去三年

の平均計算とするか、五年平均とするか否か、激変緩和措置をとるか否か等、対象農家や

生産費計算をめぐって、価格パリティ方式、修正パリティ方式、さらには75%1¥・Mうイン、 80

%/I'lk7うイン方式、 A方式、 -0方式、指数化方式、家計均衡方式といった生産費所得補償方式

等、各種算定方式が戦後日本の米価決定において乱立した所以である。

これら算定方式による価格水準の違いは大きい。従って各主体は自らにとって好ましい

価格水準を算出してくれる算定方式の正当性を主張できる。むしろ正確に言えば、好まし

い価格水準に合わせて逆算して算定方式を定められるのである。算定方式が正しいから、

算出される価格水準が妥当なのではない。妥当な価格水準を算出してくれる算定方式が正

当なのである。算定方式は米価を算出するという機能よりも、算出された米価を正当化す

る機能を持つのである。利己的に行為する生産者にとってはより高い米価を算出してくれ

る算定方式が常に正当であり、同じく利己的に行為する消費者にとってはより低い米価を

算出してくれる算定方式が常に正当である。食管法の規定がなく、かっ、再生産費の機械

的な特定化が難しいなかで、衆目一致して皆が納得する算定方式などは存在しえないので

ある。

コメの需給状況、経済事情、財政事情が大きく変動すれば、それに合わせて再生産貨を保

証すべき対象農家もまた改定しなければならない。対象農家の変化は算定方式の改変を意

味せざるをえなし、から、おそらくは理想的な意味においても長期的に固定化できる算定方

式などはおよそありえないのである。こうして、食管法の規定によって米価算定が政策裁

量にまかせられ、かっ、コメ生産費の構造から一義的な算定方式が確立できなかったとこ

ろに、毎年のように算定方式が改変されてきた「政治米価」の根源を求めることができる。

しかし、また同時に、算定方式を固定化せずに、時の経済情勢や政治情勢に応じて、政策

裁量にまかせて算定方式を融通無げに改定してきたところに、今日まで食管制度を堅持し

えた理由も存するのである。

ちなみに現在採用されている算定方式は、「生産費及び所得補償方式」であった。再生産

費を保証する対象農家には、生産費の低い順に並べてその累積生産量比率が潜在生産量に

対する需要最の比率になるまでの農家が設定されている。この生産費(lOa当りの家族労働
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費・物財雇用労働費・副産物価格・資本利子・物件税及び公謀諸負担等の合計を過去三年間で

平均したもの)を生産量(lOa当たりの過去三年間の平均生産量)で除して価格を求める「生産

費方式Jの考え方が同方式の骨格である(注 4)。全生産量を対象とするのではなく、浴在生

産量を設定して生産費を低く抑制している点が、今日のコメの潜在的な供給過剰に対する

政府の対応の表れである。

ただし、所得補償の機能を加味するとの考え方から、原生産貨のうちの家族労働費を「都

市均衡労賃」で評価替えすることになっている。これが現行方式の生産費「及び所得補償方

式」たる所以である。生産費所得補償方式が初めて採用されたのは、農業基本法制定直前の

1960年であった。いまだコメの需要が供給を上回っていた時代で、「適正」な米価引き上げ

によって農業所得の向上を図り、農工問所得格差の是正を意図していた。しかも、この家

族労働費の評価替えは、対象農家の選定と並んで米価水準に与える影響が大きい。また、

均衡労賃を設定する際にも、全製造業を対象とすべきか、 5人以上の製造業を対象とすべき

か、 20人以上にすべきか、もしくは地方都市の製造業に限定すべきか、やはり正当な評価

替えの一義的な基準は存在しない。このために、対象農家の選定と同じく家族労働賃金の

評価替えは、常に論争の的となってきたのである。

現行方式においては、各都道府県の製造業5-999人規模の賃金を、米販売数量ウェイトに

より加重平均した賃金をとることになっている。コメが足りなかった1960年以来の都市均

衡労賃の設定という原則を今日まで残しながらも、なおも、コメ販売農家によるウェイト

によって需給事情を反映させようというところに、政府の苦心ぶりが伺える。なお、現行

の算定方式を定式化したのは、 1984年5月に発表された「米価の算定に関する米価審議会小

委員会報告Jである。同報告は、米価水準に与える影響の大きい①対象農家とこの②家族労

働評価は固定し、③自己資本利子、③自作地地代評価の適用利率は適宜変更することによ

って米価を微調整することとした。それは、算定方式を維持するためには算定方式に政策

裁量の余地を残すべしという、逆説的な結論であった。

食糧管理特別会計

さて、「再生産費の保証」と「家計の安定」という異なる基準に従って、生産者米価を消費

者米価より高く決定した場合には、一部流通経費やその売買逆ざや分は政府が財政負担し

なければならない。逆に消費者米価を生産者米価より高く決定した場合には(現在では考え
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られないが)、その順ざや分から政府関係費を差し引いた額が食管制度からの財政余剰とし

て発生する。これら食管制度にかかる政府財政を一元的に処理しているのが、食糧管理特

別会計(略して食管会計)であった。現行会計制度が整えられたのは、食糧管理特別会計法

が全面改正された1958年度であり、以来初年あまりの問、この食管会計も基本的には変化

していない。

食糧管理特別会計は、国内米管理勘定・圏内麦管理勘定・輸入食糧管理勘定・農産物安定等

管理勘定・輸入飼料勘定・業務勘定・調整勘定の七つの勘定から成り立っているが、このうち

食糧管理法の運営に係るのは、食糧管理勘定と総称される園内米勘定・園内麦管理勘定・輸

入食糧勘定(主に輸入麦管理)の三つの勘定であり、現在のところ、外米輸入はほとんどな

く、外麦勘定の黒字と圏内麦勘定の赤字が通年でほぼ相殺されるために、食管の経常赤字

のほとんどは圏内米勘定の赤字である。そして、この圏内米管理勘定は、売買逆ざや・管理

経費(集荷経費・運搬費・保管料・金利・事務費)・自主流通米助成の三つから成り立っている。

1986年産米の価格体系においては、すでに売買逆ざやは60kgあたり70円と無視できるぐら

いに縮小していたが、政府管理経費の比重は大きく、それが政府コスト価格を高めていた。

さらに、この食管の経常赤字に、過剰米領失補填・水田利用再編対策費(稲作転換所要経費)

など資本損失分を加えたものが、いわゆる食管赤字であり、この食管赤字は最終的には一

般会計からの繰入れによって補填されてきた。

食管赤字は、生産者価格に政府管理経費を加えた政府コスト価格を消費者価格が下回っ

たために発生した売買逆ぎや・政府管理経費と、潜在的な供給過剰を顕在化させないための

費用(自主流通米助成・過剰米損失補填・水田利用再編対策費)に大iJljされる。いずれにして

も、食管赤字は生産者米価を"高く"決定してきたことに伴う"ツケ"であることにはほかな

らない。消~者米価を上回る"高い "生産者米価は、すぐさま売買逆ざやという形で顕在化

するほか、 "高い"生産者米価に引き寄せられて集荷量や政府在庫が増加すると、それに要

する政府管経費が増大した。次いで政府在庫が蓄積され、古キ米が発生する段階になると

資本損失分が一気に表面化し、さらに食管赤字が膨張するという仕組みである。つまり、

供給過剰がいくつかの段階を経ながら食管赤字の鉱大として顕在化していくメカニズムな

のである。

特別会計によって運営されている食管制度においては、一般会計からの赤字繰入れを必

要としない場合には、管理主体である農林大臣(食極庁)が財政当局(大蔵省主計局)に強〈

干渉されずに価格決定することができる。つまり、需給均衡的に米価を調整している場合
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には、食糧庁の米価決定に大蔵省主計局は強く介入することができない。しかし、近く赤

字繰入れが予想される場合や、現在のように一般会計からの赤字補填が常態となっている

状況においては、食糧庁による価格決定は必然的に大厳省主計局の強い指揮監督を受ける

ことになる。ここ数年は順調に食糧管理予算(赤字補填のための一般会計からの繰入れ分に

過剰米損失・水田再編対策等を加えたもの)が削減されてはいるものの、依然、農水予算の

20%近くをコメの需給調節のために費やしていた。

赤字補填が常態化している状況においては、大蔵省主計局は一般繰入れ額を抑制すると

いう財政的見地から米価決定に強〈干渉してきた。生産者米価の改定に際してはその一層

の抑制を、また消費者米価の引き上げを強く主張するのである。生産者米価には引き上げ、

消費者米価には抑制を主張する与党自民党の全くの正反対であり、このために、米価決定

の最終局面において自民党と大蔵省の対決図式が極まることも少なくなかった。また、消

費者米価の改定に際しては引き上げを要求するものの、生産者米価決定に際してはその抑

制を強力に主張して、弱い消費者団体に代わってある程度まで消費者利害を代弁するのも、

この大蔵省主計局の役回りとなった。

これに対して主管官庁部局である食糧庁の米価決定に対する対応は微妙である。食糧の

安定供給(集荷確保)と再生産費の保証という観点からすれば、"より高い"米価が望ましい。

しかし、均衡水準を大幅に上回る"高い"米価によって在庫米が増加し、食管赤字が膨張す

る事態は避けなければならない。食管赤字の膨張は、一般会計からの繰入れ増加によって

農水予算を圧迫し、農水子算編成に対する大蔵省の介入を強めることになるばかりか、 2万

人近くの職員を抱える食糧庁を支える食管制度の存在自体を括るがしかねなし、からである。

この二つの観点からすれば、食糧庁にとってもっとも望ましいのは、供給に若干余裕を持

たせた価格水準での安定的な米価推移であった。安定供給や価格高騰(もしくは下溶)の防

止を意図して、供給に余裕を持たせた需給計画を作成する管理手法は日本の食糧庁に限ら

ない。石油・天然ガスなど価格非弾力的な需給構造を持つ一次産品に対して広く見られると

ころである。

食管堅持を優先させるという原則に関しては、常に"高い"生産者米価を要求する生産者

団体(系統農協)も食糧庁と同じ利害を有してきた。たとえ望ましい価裕水準に到達しなく

とも、食管制度には価格の乱高下から生産者を保護する価格安定の機能は期待することが

できる。そして、何よりも系統農協は食管制度の下で、政府代行機関として政府米や自主

流通米をほぼ独占的に集荷・保管して手数料・保管料を稼ぎ、現場農家に対する政府振込の
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コメ代金を一元的に取り扱っている。これら食管制度に基づく事業こそが、信用・販売・購

買・共済という多面に及ぶ系統農協の経営基盤を築いてきた。

つまり、戦後日本の米価決定においては、次に論じる通り、圧力団体の要求運動や政党

の米価調整方法の変化は大きく変遷しているが、その各主体を支える米価決定に対する基

本的な行動原理は、背景・舞台・道具など米価決定にかかわる公式・非公式の制度に制約され

てほぼ一貫しているのである。農水省(食糧庁)は食管堅持を前提に生産者に有利な米価調

整を意図し、大蔵省は財政支出の削減という点から生産者米価の抑制と消費者米価の引き

上げを主張(占領期だけは財政支出(輸入食糧価格差補給金)の削減という視点から米価引き

上げを主張)し、経済企画庁は物価政策という観点から生産者米価と消費者米価の抑制を主

張する。系統農協は、やはり食管制度の存続を前提に、もっぱら米価引き上げを主張し、

さらに言えば、政党(自民党)は、有権者支持の獲得という観点から民主的制度に規定され

て、生産者米価を引き上げ、消費者米価を抑制することを主張してきたのである。

こうして、二重価格制度の規定による「再生産費保証」をめぐって始まった米価決定"劇"

は、食管堅持という大原則jのもとにおのづと収束されることになるのである。すなわち、

米価決定"劇"は、その内部において政治的紛争を発生させる契機とともに収束させる契機

を内包させているのである。そして、こうした政治的紛争の発生と収束による米価決定を

容易にしているのが、慣行として現存する算定方式と次から述べる米価決定の手続き(米価

決定劇の既成の筋書・役柄・演技)であり、また、共通の認識土台としての前年度実績なので

ある。

以下、米価決定"劇"の実際について論じる前に、ここまで述べてきた米価決定の徳造に

関して、次の点に留意してほしい。それは、この米価決定の構造が、自明視されているた

めに一見強固なモノに見えながらも、実は極めて不安定なコト(構造)にすぎないというこ

とである。食糧庁の米価算定はコメ需給計画に基づいている。しかし、豊凶作の変動が大

きいために、長期的なトレンドはともかくとして、短期的な生産量・消費量はいまだに正確

に予測できないのが実情である。思わぬ凶作の連続で園内米が底をっき、コメを緊急給入

しなければならない危険が常にある一方で、逆に思わぬ豊作続きでたちまちの聞にコメ在

庫が溜ってしまう危険もある。

こうした需給予測の破綻が思わぬ結果を招く可能性はいまだに高い。また、需給事情な

ど不確実な状況の基本的な事実認知をめぐって、根本的に解釈が対立してしまうことも少

なくない。不確実・不安定・不均質な情報が各主体の行為を既存の米価決定の携造からjJl:脱
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させる可能性は常に存在するのである。さ らに、予想できなかった食管赤字の膨張が、一

度、農業保護のために避けられない必要悪であると認知されて、そのための財源確保が容

易になれば、食管赤字の鉱大ともに緩やかに働くはずの需給メカニズムは作用しなくなる。

食管赤字が一定の需給調整を機能を持っているのは、あくまで「食管赤字の拡大は好ましく

ない」という自明的な一般認識が作用している限りなのである。この一般認識が新しい状況

に適応できない現存の米価決定の徳造を維持するためのモノにすぎないと広く認知された

場合、現行の米価決定の様造は大きく変貌し、決定米価は現行水準を大きく逸脱しうるの

である。

(7 -2)米価決定"劇"の筋書・役柄・演技

これまで論じてきた通り、米価決定の手続きは、占領期からの様守な試行錯誤を経て今

日に至っている。とりわけ、終戦直後から第一次石油危機前後までの四半世紀に米価決定

の手続きは固まぐるしく変わっている。しかし、変化を繰り返してきた米価決定の手続き

も、 1949年に米価審議会が設置されてからは、その米価審議会を基準に、「米価審議会に政

府試算として提出される政府原案が決定されるまでの過程」と、「米価審議会の答申を受けて

生産者米価が最終的に閣議決定されて、官報に告示されるまでの過程Jとに大別することが

できる。この過程を主管課である食糧庁企画課の視点からまとめたのが、(図ー 2)である

(注 5)。以下、原案作成から官報告示に至るまでの「調整J米価が生み出される過程を再現

してみることとしよう。

[省内原案の作成] 米価決定の主管官庁は農水省、担当部局は食糧庁(外局)、さらに主

管課は食糧庁管理部企画課である。(図-3)は食糧庁を中心とした農林水産省の組織図で

ある。本論文でいう農水省(農林省)事務当局とはこの食糧庁企画課のことである。米価決

定の最終段階においては、自民党や大蔵省の厳しい姿勢を前に農水省の"主体性"がかすん

でしまうことも少なくなかったが、それでも米価算定に必要な情報と機構を備えて、各種

調査と算定要領による米価算定の実務作業を遂行しうる唯一つの担当部局であるという意

味において、食糧庁企画課がやはり「調整」米価を支える舞台裏の主役であることには相違

ない。つまり、食糧庁企画課がはじめて米価決定の担当部局となった主権回復直後の1952
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(図ー 2)米価決定手続き
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年以来、米価決定の手続きは様キに変化しつつも、食糧庁企画課は調整米価の舞台裏の主

役であり続けているのである。

コメ代金を前支払いする事前予約制に移行した1954年以後、生産者米価は概ね七月中旬

に最終決定されるのが慣例となっている。七月中旬という最終米価の決定時期は、田植前

には再生産費を保証しようという建前と、六月までは待たなければ算定に必要な基礎資料

が整わないという舞台裏の事情とが妥協した結果である。そして、七月中旬という最終決

定の時期から逆算しておよそ三ヶ月前の四月には、食糧庁企画課は生産者米価の具体的な

検討を開始するのである。生産費所得補償方式の算定に必要な生産費調査・物価賃金調査な

どの確定値は六月を待たなければならないが、その速報値(概算値)は四月以後逐次明らか

になる。これに合わせて企画課による算定作業は、逐次判明する速報値や確定値をその都

度差替えながら進められる。この際、食糧庁企画課においては、まず担当係長を中心に各

種の算定方式に基づく多数の試算が行われる。

そして、試算結果は、課長、総括課長補佐等を中心にさらに課内で検討・整理された上で、

長官室における関係者の会議において報告される。この長官室での会議を中心に、これら

報告に基づいて食糧庁原案の検討が行われるのである。ちなみに、この会議には、食糧庁

長官、次長、総務部長、企画課長、企画謀総括補佐、同担当補佐、向担当係長が出席するほか、

企画課担当係員の出席も認めるられることが多い。具体的かつ詳細に行われる長官室での

食糧庁原案の検討に、生産費調査の仕組みゃ生産費を構成する個キの資自の評価方法等各

種の基礎資料に関する正確な知識を有する係長や係員の出席が不可欠だからである。この

際、長官室での会議においては、長官から係長、さらには係員に至るまでの全出席者が算定

方式の検討という同じ土俵に上って議論を行うのが建前である。従って、関係者の参加意

識は極めて強いと言われている(注 6)。

ただし 、関係者会員の参加意識が強いといっても、こうした会議を何回も重ねながら、

省内原案について最後に裁断を下すのは、食糧庁長官である。長官室の会議で決定をみた

食糧庁原案が再び企画課に戻されて要約整理され、生産費調査の結果その他の参考資料と

ともに省内原案の体裁が整えられた上ではじめて、事務次官を始めとする省内の主要関係

者に報告される一方、大蔵省主計局及び経済企画庁物価局に提示されるのである。食糧庁

長官が一度下した裁断に関しては、形式的にはその上位権限者である大臣や事務・政務次官

も異を唱えないほか、生産調整の実施を担当している農蚕園芸局や大臣官房も、大きな影

響を与えることはできない。食滋庁原案の決定が農水省案の決定なのである。つまり、会
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議を中心に進められる食塩庁内の検討においては、関係者全体の参加意識が強い一方で、

その政治的・経済的重要性から長官を始めとする食糧庁幹部の指導力も強く、単純なボトム

アソプでもなければ、トップダウンでもない一種独特の雰囲気のなかで意思決定が行われ

るのであるが、いずれにしても、調整米価を生み出す農水省内の意思決定が、食糧庁長官

を責任者にしたタテ割型であることには違いなし、(注 7)。

省内原案の作成に際しては、①コメの需給事情、②財政事情(食糧管理費や消費者米価水

準)、③農家経済事情(物価・賃金動向)、@政治情勢などが総合的に考慮される。採択される

原案は、これら諸要件を充すものであると同時に、当然のことながら、基礎資料との関係

で十分説明可能なものでなければならない。そして、これら条件を総合的に勘案する結果

として、多くの場合に議論の目安として浮上してくるのが、前年度実績(米価上昇率)と前

年度方式による当該年度米試算値であった。当該年度の米価決定に関連する重要事項や可

能な算定方式については、すべて一度この省内協議の段階で考察の対象になっているとい

ってよく、この段階で全く勘案されなかった案件や問題が後の審議で浮上してくることは

ない。つまり、最初の段階でできるだけ議論の幅を広げて、以後、政府部内協議や自民党

折衝を通じて同じ議論を繰り返しながら、前年度実績を土台に徐キに最終米価を絞りこん

でいくのが、「調整」米価を担う食糧庁企画課の基本的な戦略なのである。従って、予想さ

れる価格水準に大きな開きがあり、難しい米価決定が子想された1962年から1968年までに

おいては、省内原案を無理に一つに絞らずに、価格に幅を持たせた復数案とすることも多

かった。

[政府原案の決定] 米価決定の共管官庁は大蔵省と経済企画庁である。大蔵省主計局

(本研究でいう大蔵省事務当局)は財政的見地から、また、経済企画庁物価局(本研究でいう

経企庁事務当局)は物価政策の見地から米価決定に際して食糧庁と協議にあたっている。ま

ず、後者の経済企画庁物価局について簡単に言及しよう。

物価安定を意図する経企庁物価局は、生産者米価・消費者米価ともにその値上げ抑制を求

めることが多かった。経企庁物価局の前身である経済安定本部物価庁が主管官庁として米

価決定を行っていた戦後混乱期や、生産性絡差インフレに悩ませられ、藤山愛一郎や宮沢

喜一が経企庁長官として「強い決意」で米価抑制に臨んだ1960年代後半、狂乱物価のなかで

憧回赴夫経企庁長官が経済担当総理として物価抑制にあたった第一次石油危機直後など、

経企庁(もしくは経済安定本部)が米価決定に少なからぬ影響を与えた時期が、いずれも政
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(図-4)大蔵省組織図府に物価抑制が強〈求められた時期と一致していることは、決して偶然ではない。物価抑

制を期待される経企庁物価局は、物価高騰時ほど、抑制的に米価を「調整Jする役割を果た

大蔵省本省

主査係長係

日
;回

目
i巨ヨ

してきたのである。

逆に言えば、物価が安定していれば、安定しているほど、また、物価に占める米価の比

重が小さくなればなるほど、経企庁物価局の果たすべき役割は小さくならざるをえない。

従って、経済成長とともに物価に占める米価の比重が低下し、円高基調で物価が安定的に

推移している今日、据え置き基調で進む米価協議において、経企庁物価局と食糧庁企画課

の折衝は比較的順調に進むことが多い。この結果、農水省原案が修正されるのは、主に対

大蔵省折衝となるのである。

(図ー 4)は主計局を中心とした大蔵省の現在の組織図を示している。主計局において計

十二名を数える主計官は、法規課・総務課付きの三名を除いて、大方一人の主計官が二一三

省庁の予算編成を担当することになっている(注 8)。このなかにおいて農水省は、専属の

主計官一人が張りつけられる破格の"厚遇"を受けている。担当主計官のもとには、通常、

四人の主査が補佐しており、農水担当の場合はそのうち一人の主査が食糧管理費一食管子

算を取り扱うことになっている(農林二係)。さらに主計官の上には三人単位で主計官をと

りまとめる次長を介して、主計局長とつながる形である。農水省(食糧庁)との協議は担当

主査一係長一係の主計官文は謀長を窓口にして行われ、主計局農林二係は必要があれば農水省とは別途に

独自資料を作成して、食糧庁との協議に備える。農水省の原案策定過程同様に、大蔵省の

所掌事務
審査体制も基本的にはタテ割型なのである。

一一内部部局

町一附属機関

一一地方部局
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他の農水予算を含めて査定権を十二分に活用できる点に大蔵省の強みがある。

この場合、この政府内協議において、農水省と大蔵省のいずれの影響力がより強いかを

客観的に判断することはできない。農水・大蔵両省ともに自らに望ましい最終的な落し所を

生産者・消費者両米価ともに抑制を求める経企庁に対して、財政事情を重視する主計局は、

農水省原案に対して生産者米価に関しては値上げ抑制を、また消費者米価に関しては大幅

引き上げを求めるのが通例である。日本の米価が国際価格以上の水準に達し、食糧価格差

補給金が廃止されてからは、生産者米価に関してはより高い価格水準を要求する食糧庁と、

より低い価格水準を要求する主計局が対立する様図がつづている。このために、毎年、食

糧庁と主計局は密接に連絡をとりながら、算出根拠の細目について繰り返し 、協議を重ね

ながら、米価水準を詰める作業に従事するのである。省内の関係機関を通じて米価算定に

必要な情報をもっとも迅速かつ的確にほぼ独占的に入手できる点に農水省の強みがあれば、
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想定して、それに好都合な原案を提起している上に、徐守に米価水準を絞り込む意思決定

手法において、初期状態における両省の理想米価水準を一義的に確定することが困難だか

らである。しかし、少なくとも、政府内協議において大蔵省が、予算制約の大きい米価政

策に関して、予算制約の小さい産業政策よりも、常により大きな影響を与えてきたという

ことは事実である。そして、その結果として米価水準は、予算編成同様に、より漸変的に

調整されていることも明かである。つまり、大蔵省主計局は食糧庁企画課とならんで、「調

整」米価を担う舞台裏の主役の一人を演じているのである。大蔵省の財政コントロールが効

いている限りにおいて、米価決定は食糧庁長官を実質的な最終決定者とするタテ割型の意

思決定であると単純に結論することはできない。いずれにしても、官庁機構に関して言え

ば、主権回復後の1952年にはすでに現在と同じ食糧庁企画課と大蔵省主計局を中心にした

事務折衝の体制が整っていたのである。

政府内協議の結果、必要に応じて食糧庁原案は修正されて、政府原案が「内定」する。そ

して、関係官庁との協議を了して内定をみた政府原案は、改めて食糧庁企画課によって要

約整理されて、今度は自民党農林幹部(農林部会長、総合農政調査会長、米価委員長ら)に提

示されるのである。自民党の了解を得て初めて確定した政府原案は、従来の例を参考にし

ながら、企画課の担当係長によって政府試算としての体裁を与えられ、これを長官に至る

までの関係者が閲覧、修正してようやく、米価審議会に提出する政府試算の原本が決定し、

直ちに印刷に付されることとなるのである(注 9)。自民党との協議については後で詳しく

論じよう。ここではとりあえず、「政府」原案といえども、自民党の了解なしには政府原案

として「確定」しないのが現在の慣例であり、従って、農水省と大蔵省や経企庁の政府内協

議も、この自民党の出方をにらみながら行われることに留意してほしい。自民党に対して

政府見解を統一しようという大義名分が、政府内協議をまとめる際の合言葉となる所以が

ここにある。

ところで、大蔵省・経企庁・自民党との協議を重ねて政府原案を煮つめる過程と並行し

て、食糧庁は同時に、米価審議会開催日や最終決定日といった米価審議日程の細目を決定

しなければならない。米価審議が行われる七月前後は国会終了後で国会審議と米価審議が

関連づけられることは少ないが、国会終了後という季節がら衆議院選挙・参議院選挙・自民

党総裁選挙といった各種選挙や、ぞれに伴う内閣組閣や党役員人事、政府閣僚が出席しな

ければならない国際会議等が多いが、これら動向を見極めながら、慎重に最終米価の閣議

決定日を選定し、それから逆算して米価審議会の開催日を決定するのが、食糧庁企画課の
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重要な仕事の一つである。 1986年産米の価格決定がそうであったように、とりわけ選挙と

重なる場合は、その前に決定するか、後に決定するか、食湿庁の頭を常に悩ませるところ

である。現在では米価審議会には二日間(難航が予想される場合は三日間)、米審答申後の

党内意見のとりまとめから、政治折衝を経て閣議決定されまで丸一日(難航が予想される場

合は二日間)が子定される場合が多い。

米価審議会の開催日を決定することは、同時に政府原案の最終的なとりまとめ期限を設

定することを意味する。このために政府協議や自民党協議が煮詰まってこなければ、米価

審議日程は決められないし、また一度米価審議の日程を決すれば、それに合わせて聖堂航し

ている政府協議を促進する機能を期待することもできる。なお、自民党においては米審諮

問の段階では政府原案を尊重するというのが現在の慣例である。これは、食極庁幹部があ

らかじめ党農林幹部と連絡をとりあった上で、その意向を踏まえて政府原案を内定させて

いるからであり、また、米審後にはiJlJj傘、政治折衝が燈えているからでもある。

それでも、 1986年産米の価倦決定がそうであったように、時としてこの段階で自民党が

政府原案に難色を示すこともあるし、対大蔵省折衝が子想以上に難航して、予定した米審

前日までに政府原案がまとまらない場合がある。この場合には夜を徹して政府内調整が行

われ、米審当日朝までに決着すれば、手書きの政府諮問でなとんか米審冒頭までには政府

原案を間に合わせることができる。しかし、それでも政府原案がまとまらない場合は、初

日の米審は懇談会に切り替えとか、開会とともに休憩とか、白紙諮問とかいった"醜態"を

さらすことになっしまうのである。そして、 こうした政府協議の混説こそが、実際の価倍

水準とは離れて、"政治"米価を非常に強く印象づけることになるのであった。

また、場合によっては、政府内部協議が煮詰まってくる段階で、食糧庁や大蔵省が積極

的に世論形成に乗り出すことがある。 コメ生産費調査の結果を早めに公表したり、前年度

試算値を明らかにしたり、政府内部協議の動向をマスコミに匂わせたりするのである。ま

た、各紙論説委員や米審委員の所に魁いて、あらかじめ政府方針に理解を求めておいたり、

幾航が予想される場合には、農業団体と精力的に事前協議に臨むこともある。しかし、そ

の一方で、米審直前まで生産費調査の結果を公表せずに、政府内部の協議状況が外部に漏

れないように細心の注意を払う場合もある。それはあくまでもその時の情勢によっている。

政府から提供される情報量を操作することによって、時の米価決定をめぐる一般情勢を大

きく左右しかねない新聞報道をできるだけコントロールしようというのが、「調整」米価を

意図する政府の基本的なマスコミ対策である。
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〔米価審議会] 例年、米価審議会は九段南の農水省分庁舎を会場に二日間(一日予備)の

日程で開催される。米価審議会は公的に規定された唯一の審議機関であり、事務局を務め

るのはやはり食糧庁企画課である。そして、この米価審議会への諮問から、新たな意思決

定の過程が始まるのである。ちなみに、政府諮問は米価審議会会長宛の大臣名義の公文書

によって行われるから、この質問文自体については菓議書が作成され、持回り決裁される。

ただし、「基本事項の調査審議」する米価審議会に対しては、政府試算の成否が直接諮問さ

れるわけではないから、参考資料として提出される政府試算米価(政府原案)の決裁が行わ

れるわけではない(注 10)。しかし、実際の米審審議は政府試算米価を中心に行われ、答申

においても、米価算定の基本的な考え方と合わせて政府試算米価に対する意見が示される。

そして、具体的な価格水準の決定に強制力を持たない建前の米審答申も、その後の自民党

審議や政治折衝に「微妙な」影響を与えるために、その審議や答申起草の段階で難航するこ

とが少なくないのである。

米価審議会は、生産者委員五名、消費者委員五名、中立委員十五名の合計二十五名の「三者

構成」で組織されるのが慣例である。しかも、生産者委員については全国農業会談所・全国

農業協同組合連合会・全国農業協同組合中央会・全日本農民組合各代表、消費者委員につい

ては全国食糧事業協同組合連合会・日本生活協同組合連合会・主婦連合会各代表と、その内

訳もある程度まで固定化している。中立委員についても、農水省・大蔵省・経企庁の各08

(農水省だけからは複数名)、地方公共団体・財界各代表は必ず米審委員に加わっている。そ

の他の中立委員は、大学教授・専門家・マスコミ関係者等である。こうした三者構成による

委員選出はあくまでも「慣例」であって、法律・政令によって規定されているわけではない。

規定上は生産者委員・消資者委員・中立委員もすべて「学識経験者」として取り扱われ、しか

も各委員の任期は一年にすぎず、その任命権は農林水産大臣にある。つまり、米価審議会

の運営は法律に規定されることなく、事実上、農水省事務当局の行政裁量に委ねられてい

るのである。

さらに、農水OBとして米審委員に加わる者はいずれも事務次官の経験者であり、しか

も歴代次官のなかでも名次官とうたわれた者が多い。このうち、年長者が米審会長に就任

するパターンが、近年、続いている。つまり、米価審議会の舞台裏を支える事務局ととも

に、文字どおり審議会の運営を司る米審会長を農水省が押さえているのであり、米価審議

会の諮問・運営・審議・答申には時の農水省の政策方針が色濃く反映されやすい構図となって
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いる。逆に言えば、 「米審答申が認知したことJは事実上「政府が認知したことJを意味する

のであり、このために、政府の"厚い"壁をむ破って、少しでも米価引き上げに有利なこと

を米審答申に書き込もうという五名の生産者委員と、答弁に立つ農水大臣・食糧庁長官ら食

糧庁幹部及び事務当局や政府諮問に賛成する政府OB関係者らの対立を軸に米審審議は進

行する。政府の厚い壁をなんとか破ろうとする生産者委員の強硬な反対や種守の"政治的"

駆引きによって、米審審議が中断されたり、答申起草が難航するのである。

こうした両者の根深い対立を緩和し、審議の円滑化を図るために、米価審議会はいくつ

の工夫を旅している。本米審に先だって前広米審(米審懇談会)を開催して前もって資料配

布・事情説明・論点整理を行い、特に農業団体に対しては，811，念事前協議に応じ、また、答申

起草に際しては人数を絞った起草委員会を発足させている。しかし、それでも米審審議が、

本来の審議会の趣旨を逸脱して政治的になってしまうのが通例であり、その結果、答申は

両論併記に終わり、「その答申が完全な両論併記か、政府諮問の支持を 「匂わすJ両論併記

か、もしくは政府諮問反対が強い両論併記か」という、両論併l1cの微妙なニュアンスに、答
申のすべてが集約されることも少なくない。また、審議延長の上に未明答申となることが

多く、最後まで意見がまとらず無答申となることもある。そして、この苦労の末にまとめ

られた米審答申の微妙なニュアンスを受けて、自民党による党内見解のとりまとめが始ま

るのである。

米価審議会における政治的な審議の駆引きや両論併記の未明答申は、米価決定が"政治"

米価であることを改めて強く印象づける。しかし、具体的な価格審議を義務づけられてい

ない審議会答申の微妙なニュアンスの違いは、やはり価格決定に微妙な影響を与えること

しかできない。この点において米価審議会は、「調整」米価の重要な一役を担っているので

ある。戦後日本の米価決定において、市場原理と民主原理がまがりなりにも同居し続ける

ことができたのも、突き詰めれば、この米価審議会の運営によるところが大きい。言い換

えれば、このような「調整」米価を運命づけられている米価審議会において、"頑張る"しか

ない立場に農業団体を追い込んでいる所に農水省事務当局の最大の強みが存するのである。

実際、 1949年以来、半世紀弱に及ぶ米価審議会の戦後史は、試行錯誤のうちにこうした審

議会運営を確立していく歴史であった。

もともと米価審議会が設置される過程は、統制物資価格に対して国会が議決権を喪失す

る過程である。保守合同による自民党政権の誕生とともに、米価審議会がもっていた具体

的な価格調整能力は、実際上、自民党内の審議機関に移行し、米価審議会は間接的にしか
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米価決定に参与できない"政治的"な審議の場と化した。具体的な価格調整能力を失ってさ

らにひどくなった米価審議会の議事混乱に乗じて政令改正を断行し、米価審議会の役割を

制度的に算定方式"談議"に限定すると同時に、その議事を非公開にしたのは河野一郎農相

であった。このせいもあって無答申を連発するなど政治化が極まった米価審議会から、学

識経験者のみで機成される中立米審を経て、政治家を米審委員から排除する現行の審議会

体制が確立された。米価審議会の戦後史は、経済的な価格統制能力を失って政治的な価格

審議の場に特化していく歴史なのである。

なお、米審開催中も、自民党は米審審議状況の報告を中心に党内審議を続けている。ま

た、米価審議会から政党代表が排除されからは、米審開催中の衆参両院農水産委員会にお

いて米価懇談会が開催されている(注 12)。この国会における米価懇談会が、米価問題で野

党が表舞台にたてる唯一の場である。「調整」米価を運命づけられている米価審議会には、

自民党政権の長期化が密接に関連しているのである。

[自民党審議] ところで、政府・自民党による政治折衝に先だって、まず自民党内部に

おいて党内意見がとりまとめられる。戦後日本の米価決定において、そのあり方をもっと

も大きく変化させてきたのは、この与党審議(政党)である。総司令部の間接統治下にあっ

た占領期において、政党は米価決定に実質的関与をすることができなかったが、主権回復

後の保守分裂期(1952-1955年)には米価審議会を舞台に与野党問で米価の最終調整が図られ

るようになった。保守合同以後は、野党に花を持たせる米審での最終調整を嫌った与党自

民党が、米価調整の場を米価審議会から自民党政調会関係委員会に徐守に移行させ、米審

諮問前の事前折衝が行われた1958-1961年間に、野党を排除した自民党による米価調整の体

制が完成した。

1961年からは、大衆動員方式に転じた系統農協の要求運動に対応して、議員連盟(有志議

員団/米価対策協議会)が活発な活動を開始した。米価引き上げのために算定要素の修正項

目を積み上げる中心となったのは、議員連盟に所属した米対議員(農林議員)である。ただ

し、べトコンの名をもっとも高めたのは、米価抑制jを意図して党幹部や党農林幹部が政府

幹部と前もって入念に事前協議をするようになった1965年以後である。さらに、農林族議

員が台頭し、党農林幹部が党内審議で重要な役割を担い出すのは1970年前後からであり、

党農林幹部(党農林族)を中心とした党内審議が定着するのは1975年からである。併せてこ

の1975年から複数の議員連盟が登場した。
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そして、この1975年を一つの契機に、系統農協の主張を強く代弁する農林議員、系統農

協の要求と政府の主張の調整役を務める党農林幹部、自民党と政府の見解が対立した場合

の調停役を務める党幹部、という自民党内の役割分化が明確になった。最終的に党農林幹

部が党幹部の支援によらずに、政治折衝を完遂するようになるのは、 1983年からである。

他の領域に比べて比較的早くから政治介入が行われていた米価決定においても、党農林幹

部(農林族議員)による政策決定が完全に定着したのは、 1986年のわずか三年前でしかなか

った。多元主義モデルに即して解釈すれば、農林族による党内審議が定着し出した1975年

前後が、「所管官庁関係部局」・「族議員」・「業界団体」による政策決定という日本型モデルの

形式的要件が整った時期の一つの目安となろう。現行の決定システムが佐藤政権期から整

い始め、石油危機を前後して完成したという指摘は、戦後日本の米価決定にほぼ妥当して

いる。

現在、自民党で米価審議に従事するのは、政務調査会農林部会と総合農政調査会の合同

会議である。(図ー 5)は農林部会・総合農政調査会を中心とした自民党組織略図である。自

民党の最高意思決定機関は「党大会」であり、それに代わるのが「両院議員総会」であるが、

この「党大会」と「両院議員総会Jは日常的には開催されない。そこで日常的にはそれらに代

わる「総務会Jが最高意思決定機関となる。一方、自民党政務調査会内には、省庁機構・国会

委員会組織に対応した各部会(15)と、重要政策の調査研究や総合調整のために諮問機関的

に設置される「特別調査委員会Jとがある。農業政策に関しては、部会としては「農林部会」

(水産関係には水産部会)、特別l調査委員会には「総合農政調査会」が存在している。

ただし、米価審議をはじめとする重要な案件については、この農林部会と総合農政調査

会が合同会議を形成して共同で審議にあたるのが慣例であり、農林部会と総合農政調査会

は、省庁機棒・国会委員会組織に対応した部会と、重要政策の調査研究や総合調整のために

諮問機関的に設置される調査会という異なる設立経緯をもちながら、実態は農水省関連の

政策を審議するための一つの機関であるといってよい。農林部会と総合農政調査会に二重

加盟している議員も少なくない。しかも、一般には、これら部会及び特別調査委員会の議

を経て、政調審議会、総務会の了承によって、自民党の正式決定となる(注 12)。この場合、

この下から積み上げて合意を形成する過程において、下位機関が先延ばしした案件に関し

て上位機関が決定を下すことはあっても、下位後関が一度下した決定を、上位機関が審議

を差し戻すことなく、一方的に覆すことはできない。つまり、自民党内の意思決定は、官

庁機構のそれと同様に、少なくとも形式的にはやはりタテ割型なのである。
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けれども、自民党内の意思決定の実態は、「タテ割型Jの一言で特徴づけられるほど単純

ではない。(図ー 5)が示す通り、農林部会・総合農政調査会の登録議員だけでも農林部会l

49名、総合農政調査会216名と膨大な数に及んでいるからである。(図-5)によれば、農林

部会・総合農政調査会の登録議員は部会・調査会としてそれぞれ最高であり、この膨大な登

録数は、農業就業者の減少が続いているとはいえ、農政という「個別利益」に対する自民党

の政治家の根強い関心の強さを示している。しかし、同時に、農林部会と総合農政調査会

を合わせて自民党の国会議員の大半に及ぶ登録議員数は、農政を「個別」利益と呼ぶにはあ

まりに膨大である。しかも、自民党の党内審議は一般には非公開ながら、登録議員のみな

らず議員全員に門戸が開かれている。つまり、官庁機構のタテ割型の意思決定においては、

基本的には各省庁単位にそれぞれの政策領域で、文字どおり生涯とも「飯を喰って」いかな

ければならない「専業Jの特化した役人が存在したのに対して、自民党のタテ割型の意思決

定においては、自民党の国会議員の大半が、その都度、重要な案件が発生する度に、農政

にも関心を示さざるをえない「兼業」の「農林議員」として存在しているのにすぎないのであ

る。

実質審議能力をはるかに超えた、膨大な人数を抱えている農林部会・総合農政調査会合同

会議の運営を大きく左右するのは、その議事運営にあたる「党農林幹部」である。俗に「農林

族jとも呼ばれるこの「党農林幹部Jと、一般の「農林議員Jを混同してはならない。農林部会

・総合農政調査会合同会議は、審議進行に際してはその"実{動部隊"に相当する「米価委員会」

等の小委員会を発足させるが、この米価委員会の長(米価委員会長)に農林部会長、総合農政

会長を加えたのが「党農林三役Jであり、さらにこの党農林三役を中心に前農林部会長ら数

名の農政通の党内中堅議員が加わって、俗に「農林族」とか「党農林執行部Jとか言われる「党

農林幹部」が形成されている。入閣前の当選3-5回の中堅議員が農林部会長を務め、総合

農政調査会長には閣僚経験者の"農政通"が就任するというのが、現在の慣行であり、いず

れにしても党農林幹部は、大半の農林議員とは異なって恒常的に農業政策にかかわってい

る。米価審議にあたっても、この党農林幹部が政府との窓口となって党内とりまとめにあ

たるのである。

こうした党農林幹部に対して、党農林幹部以外の合同会議に所属している農林議員は、

通常、「有志議員」としていくつかの農業関係の議員連盟に属している。農業関連で最大の

議員連盟は「農村振興議員協議会J(略して「農振協J)で、これには現職閣僚、党三役ら党農林

幹部、党農林幹部らを除くほぼすべての自民党の国会議員が加盟している。「農村振興議員
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協議会」は、 1960年代にはすでにその前身である「米価対策協議会Jが活動していた、いわば

議員連盟の老舗である。渡辺美智雄や松沢雄蔵がかつてべトコンの異名をとったのは、厳

密に言えli、彼らが農林議員(有志議員)の時代であって、党農林幹部(農林族)の時代では

なかった。

農村振興議員協議会の会長には、総合農政調査会長に劣らない入閣経験のある党内長老

クラスの大物農政通が就任している。ただし、この長老会長はあくまでも錦の御篠であり、

その下で代表幹事、事務局長ら事務局を務める実働部隊(議員連盟幹部)は、党農林幹部より

さらに当選回数の少ない当選 1-3回程度の若手である。議員連盟幹部は次の党農林幹部

の子備群でもある。農振協は系統農協の要求運動を受けて活動する。全中幹部と農振協幹

部は密接に連絡をとりながら、非公開が原則の党正式審議とは対照的に、一緒になって要

求運動を進めるのである。従って、農振協の要求内容は、ほぽ系統農協の主張を反映した

ものとなっている。また、さらに言えば、常日頃から農業政策に熱心であるとは言えない

農林議員の大半は、系統農協からの強い働き掛けがない限り、活発に活動することはない。

実際、米価の引き上げが見込めない時や政治争点化することのなかった米価決定や、他の

細守とした農業政策に関しては、党農林幹部を除けば、議員連盟の幹部ですら常に強い関

心を必ずしも示しているわけではなかった。この場合はじめて、自民党の意思決定は、形

式的にも実質的にも、党農林幹部を中心としたタテ割型となるのである。

逆に言えば、このタテ割型の意思決定を崩すために、当選回数や政治的経歴、実績では

党農林幹部に劣るものの、潜在的な議員数では圧倒的に優っている農林議員を積極的に動

員し、農林議員の引き上げ要求をできるだけまとめて党農林幹部に伝えるのが、議員連盟

幹部の腕の見せ所なのである。このために、自民党正式機関の審議前後に、農協関係者を

招いて決起大会を開くのが、議員連盟幹部の常套手段である。系統農協と党農林幹部の間

に立って折衝を進めるのが議員連盟幹部であるならば、政府幹部と議員連盟幹部との聞に

立って、議員連盟幹部を手がかりに党内意見を集約し、政府幹部との交渉の窓口になるの

が党農林幹部である。そして、こうした党農林幹部一議員連盟幹部ー農林議員という自民

党内の役柄分化こそが、急激な産業転換と衰退産業からの政治的支持の調達とを両立させ

る調整米価を可能にしているのである。

なお、自民党内には、農振協のほか、新農政研究会、日本農政刷新同志会等の議員連盟が

存在している。新農政研究会は自主流通米助成に確保に焦点を置いた良質米産地出身の議

員によって構成されている。一方、農振協の活動に飽き足らない議員によって結成された
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日本農政刷新同志会は、農援協を上回る引き上げ強硬論が売りもので、かつての"べトコン

"に対して、"アパッチ"と称されている。農振協幹部よりもさらに当選回数の少ない当選 l

-2回生がその中心であり、これら議員連盟所属議員の大半は農振協との二重加盟である。

つまり、これら議員連盟の活動には、活躍の場を求める新人議員による農飽関係者へのア

ピールや、党農林幹部、政府幹部への陳情という側面があるほか、農擬協内での主導権争い

といった側面を合わせもっているのである。

さて、自民党の党内審議は、米審諮問の政府原案が煮詰まり出す頃に、開始される。食

糧庁幹部の事情説明や、農業団体からの事情聴取など、米価取り巻く一般情勢分析が審議前

半の主である。自民党審議の具体的な内容は、政府内協議やそれにさかのぼる省内協議と

笑質的には大差ない。説明に当たるのが、食糧庁幹部であれば、そこに配布される資料は

食糧庁によって準備されたものである。俗に「お経」と言われる法案の趣旨説明に該当する

部分であり、農林議員の関心や出席率は決して高くない。しかも、具体的な米価水準に踏

み込んだ議論を佳えるのが近年の傾向であり、従って、政府の諮問米価もそのまま了承さ

れることが多い。後で再び論及する通り、こうして、もっとも自民党が強い関心を示して

きたと言われる米価決定の場合も、少なくともその前半においては、舞台裏を務める政府

が敷くレールにのって自民党が議論を進めるところに、調整米価が可能となる最大の所以

が存するのである。

米審答申後(ほとんどの場合その翌日)に、小委員会は必要があればさらに人数を絞った

世話人会(もしくは幹事会・起草委員会等名称は様守)を設置してはじめて具体的な米価水準

にかかわる党内意見のとりまとめに入る。この場合、「農林議員が了承し、かっ、続く政治

折衝で政府が妥協できるJ範囲の党原案を作成するのが、党農林幹部の役割である。基本的

には対政府折衝において米価引き上げの自民党を代表する役割を演じながら、対党内折衝

では引き上げを抑制する側に回り、最終的には農家に対しては農業保護のメンツを保ちな

がら、消費者の政治米価を批判を高めない程度に決着させるという、誠に難しい役柄を党

農林幹部は演じなければならないのである。しかも、この段階では政府原案と議員連盟の

要求には、建前・本音とも依然大きな隔たりがあるのが普通である。しかし、党農林幹部が

この相反する二つの役割を演じきる所にはじめて、調整米価は可能となるのである。

このために党農林幹部は、①rr農民の期待に答える価格』とか『現行以上の価格水準を
確保する』とかいった具体的な価絡水準に拘束されない党要求案を提案して、党農林三役

への一任を求める」のか、もしくは、②「思い切って政府原案に近い価絡水準を盛り込んだ
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党要求案の了承を提案するJのか、いずれかの方法を採用することが多い。①の場合に農林

議員が了承する時には、政治折衝の経過報告と最終妥結内容の自民党機関における再審議

を条件につけられることが多い。逆に②の場合には、党要求原案を作成する世話人会に、

一部議員連盟幹部が参加していることが多い。世話人会に一部議員連盟幹部を参加させる

のは、合同会議・政調審議会・総務会での農林議員の反対を押し切るための、党農林幹部の

布石である。この際、議員連盟幹部の審議参加・了承は、党要求案に議員連盟要求を反映さ

せる絶好の機会を提供するものであると同時に、議員連盟幹部にとっては党農林幹部への

第一歩を意味するものであることに留意してほしい。

農林議員の強い反対のために党要求案は了承されずに、また、党農林三役への一任も取

り付けられないという①・②以外の場合には、③「自民党審議を中断させて非公式な形で政

府との政治折衝を先に開始する」か、④「結論を先延ばしにして政調審議会・総務会にまわし、

党三役(幹事長・総務会長・政調会長)に応援を願う」か、いずれかの選択となる。ただし、党

農林三役による合同会議で議論紛糾した案件は、党三役による政調審議会・総務会において

も同じように議論紛糾することが多い。かつては最初から党三役中心に党内審議が行われ

ていたが、それでも審議が難航することにはかわりなかった。そして、もし、⑤「農林議員

の主張が通って議員連盟の要求価格を積み上げた具体的な党要求案が決定された」場合には、

積み上げ額(修正額)が大きければ、大きいほど、それに続く対政府の政治折衝が難し くな

るのであった。

[政治折衝] 自民党の要求案が正式に総務会で了承されるか、党(農林)三役に取り扱い

が一任されることによって(もしくは自民党審議の中断中に非公式な形で)、政府・自民党の

政治折衝が開始される。政府側からは関係閣僚(農林水産大臣、大蔵大臣、経済企画庁長官、

官房長官)が全員出席し、自民党からは党農林幹部(総合農政調査会長・農林部会長・米価委

員長)ないし党三役(幹事長・総務会長・政調会長)等が参加する。場所は首相官邸・自民党本

部・院内などその都度転守として、一定していない。政治折衝は政府・自民党による米価の

最終調整であり、予算編成でいえば最終段階の復活折衝に相当する。省内協議や政府協議

の段階から散発的に推測記事を掲載し始める新聞報道も、政治折衝を前後してそのピーク

に達する。米審開催前後から政治折衝を経て決着に至るまでの過程は、一般新聞も克明に

報道する。このため、政府幹部・自民党幹部の一つの挙動、一つの言質が今まで以上に強い

政治的な意味をもってくるのである。政治折衝は、臨場感極まる米価決定のクラスマック
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スと言ってよい。

あらかじめ最終的にすりあせることを前提に、食糧庁幹部・党農林幹部ともに政府案と自

民党案をまとめてきたことから、最終段階の政治折衝は、本来、短時間のうちに(それはあ

たかも予算編成の復活折衝のように)型通りに終了することが期待されてしかるべきである。

実際、政治折衝は、ほぽ予定通りに(最近では大方一日)終わることもないわけではないが、

深夜・未明にずれこんだり、翌日以後に持ち越されたりすることの方がはるかに多い。政治

折衝の難航は、政府側では大蔵省が、自民党側では農林議員が予想以上(もしくは子想通り

に)強硬な場合に多い。それは、はじめから自民党と政府の期待価格に差が大きく、審議過

程を前に進めながらその集約を図ってきた結果でもある。「これ以上は絶対に譲歩できないJ

というのが大蔵省幹部の決まり文句であれば、「これでは総務会の了承が得られない」とい

うのが自民党幹部の殺し文句である。しかも、一般新聞が審議経過を克明に報道している

ために、政府・自民党双方ともに下手に身動きがとれないのである。

政府と自民党の要求に開きがあって政治折衝が難航する度に、政府自民党幹部は政治折

衝を中断させて、その折衝経過を役所や党に持ち帰って前後策を検討する。しかし、この

場合、決着パターンを理念型的に指摘すれば、①政府案(に近い案)で決するか、②自民党

案(に近い案)で決するか、③両案を足して二で割るか、三通りしかありえない。いずれに

しても、両者いずれかのメンツだけが決定的につぶれる事態は回避され、①・②のパターン

で決定される場合には首相裁定の形をとるとか、他の面で何等かの代替措置がとられるこ

とが多い。一方、折衝当事者には、(1)譲歩して妥結を図るか、(2)折衝延長覚悟で現行案を

再度主張するか、の二つの選択肢しかない。

両者とも (2)を選択して政治折衝が長引いた場合には、政治折衝が長引けば長引くほど、

政治米価のイメージがさらに強くなる。政治米価のイメージがますます強くなる状況にお

いては、二つの全く異なるケースが考えられる。一つは、 (a)消費者の政治米価に対する批

判的な関心が強くなる場合である。消費者意識を気にする政府・自民党幹部は、政治折衝が

長引くほどに自民党案よりに譲歩しづらくなる。一方、農林議員も政治折衝が長引くほど

に「これだけかんばったのだJという弁解が容易になる。このため、時間が経過すれば経過

するほど、最終決定は政府原案に近い調整米価におさまる。

もう一つは、 (b)政治折衝が長引く度に米価が少しづっ積み上げられていく場合である。

政治米価イメージが高まるにつれて、農林議員内に調子がつき、さらに強硬になってしま

い、他にも重要案件を抱える政府も、これ以上、政治折衝を続けるのにメリットはないと
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譲歩を決断するパター ンである。政治折衝で一度妥結をみた修正案が、持ち帰った自民党

総務会その他で蹴られることもある。このときは、この譲歩があれば党を納得させること

ができるといって譲歩案を持ち帰った党幹部のメンツは丸つぶれになり、しかも、政府が

再び譲歩しなければ、絶対に決着しない事態となる。これらの場合に、決定米価が調整米

価から議離してしまう危険がもっとも高い。しかし、その危険が高いといっても、たとえ

う自民党の要求が通ったとしても、政府原案に積み上げた内容であるために、財政的には

ともかく、絶対的な価格水準からすれば微調整にすぎず、結局は、その加算額の価格水準

以上に"政治"米価の印象を強くして、次年度からの政治加算を縛る形で決着するのが、"オ

チ"なのである。いずれにしても、 (a)(b)のパターンを分かつのは、結局はおよそ、政府・

自民党幹部の世論認識なのである。

ちなみに、こうしてみると、消費者の政治米価に対する批判的関心が高いと考えられる

(a)状況において政治折衝に持ち込まれれば、政府の譲歩がない限り、自民党にとってはす

でに政治加算が期待できないことが分かる。とすれば、あくまで価格の実質的上積みで農

家の期待に答えるには、政治折衝前の政府原案の作成段階で自民党の意向を反映した米価

案を作成させるしかない。つまり、「政府原案の決定」段階で指摘した政府諮問段階での上

積み(事前折衝)は、消費者の政治米価に対する批判的関心が高く、かつ、どうしても政治

加算をしたいときに現れる現象なのである。ただし、この場合の政治加算も価格水準から

すればやはり微調整にとどまらざるをえないのである。

[閣議決定] 政治折衝が当事者間で決着した時点で、重要閣僚が揃っている政府側の意

思決定はもはやくつがえることはない。政治折衝の妥結を受けて行われる閣議決定は、確

認的なものにすぎず、このために実際には召集されずに持回りの形式で処理されることが

多い。閣議決定を受けて決定米価は再び食糧庁企画課に戻されて、個守の生産者から買い

入れる場合の具体的な米価や算定要領など、最終的に米価決定の体裁を整えられる。そし

て、その結果が、閣議決定後一週間ないし十日経てから官報で告示される(注 13)。この官

報告示をもって米価決定は、一応の決着となる。「一応」というのは、この米価決定が終わ

るとともに、その米価決定をめぐって農水省・大蔵省・農業団体・各紙新聞など様守な機関が

評価し、その価格水準と評価とを基準に次年度の米価決定に向けた「前哨戦Jが開始される

からである。政治折衝であまりに不本意な譲歩を政府側が強いられた場合には、ことこの

段階においても食糧庁企画課が算定要領の体裁整理を拒否するなど、"政治"米価であるこ
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とが強調されることもある。広義に考えれば、食糧庁の米価算定や系統農協の要求運動は

通年単位の活動なのである。

[利益団体] 最後に米価決定に関与する利益団体に言及しておこう 。米価決定の正式の

手続きという観点からすれば、利益団体が米価決定に正式に直接参与できるのは米価審議

会のみである。しかも、 1962年の河野農相による米審改革以来、米価審議会への政府諮問

は、基本事項の調査研究に限定されたために、実質的な価格調整に対する直接の影響力は

ない。しかし、自民党、農水省、大蔵省、米価審議会などへの陳情活動を通じて、系統農協を

はじめとする利益団体が米価決定に何等かの影響を与えているこ とには違いない。一般新

聞の取り扱いは大きく、新聞相場では明らかに表の主人公である。

生産者団体に限らずに、何等かの形で米価決定に参与する利益団体は数多い。全国農業

協同組合中央会(系統農協)をはじめ、全国農業会議所、全日本農民組合、全農総連、農民運動

全国懇談会等農業八団体、全国食糧事業協同組合、主婦連合会、日本生活協同組合連合会、消

費科学連合会等の消費者団体、全農林をはじめとする日本労働組合総評議会(総評)、日本労

働組合総同盟(同盟)、日本労働組合連合等の労働団体、全国知事会、市町村会といった地方

公共団体など様キな利益団体が戦後日本の米価決定に登場した。

しかし、今日においては、系統農協を除く利益団体の活動の大半は、米審参加や米審前

後の声明発表等に限定されている。革新系の全日本農民組合(全日農)を中心にした米審会

場でのデモ行進や青空集会は、マスコミの注目をとりわけ集めてきた。それは、この全日

農のデモ抗議を、系統農協の要求運動と錯覚しているむきも少なくないほどである。実際、

米価審議会が米価の最終調整の役割を果たしていた1950年代においては、一定の役割を果

たしていた。けれども、米価審議会が最終調整能力を喪失してからも、この全日農の動員

運動もやはり米審前後に限定され、その実質的な影響力にはやはり乏しい。つまり、日本

の利益団体に関して古くから指摘されてきた本系列ー別系列の梼造が、戦後日本の米価決

定においても改めて確認されるのである。これに対して、消費者団体の活動が鈍い背景に

は、基本的にはコメ離れと価格より質の重視という消費性向の変化があった。また、食管

改革が首切りにつながる全農林を除けば労働組合の反応も鈍く、全農林も食管改革が争点

とならない限りは、抗議行動を起こさなかった。これに対して大半の農業団体の活動まで

もが米審前後に限定されているのは、系統農協の要求運動に事実上すべて集約されている

からである。
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全国農業協同組合は、 1986年度において組合員数815万を数える巨大な組織である(注 l

4)。組合員数が農業就業者数(436万人)を二倍近く上回っているのは、農協組合員のなかに

農民と農業経営法人を対象とした正組合員(556万人)のほかに、農家以外の準組合員が含ま

れているからである。(図ー 6)は複雑でわかりづらい全国農業協同組合の組織図を簡略に

示したものである。農協組織の基本単位は、4，267の総合農協と3，253の専門農協である。。

O農協と町名表示される末端の「各単位農協(総合農協)Jは、自然集溶を軸とする強い連帯

性の上に成り立ち、該当地域の全農家が加入している。営農活動をはじめ、信用・購買・販

売・農業倉庫・加工・共済・医療・宅地供給・農業経営受託・家畜診断・協同利用施設・結婚式場・

託児所・共同炊事・税務相談・簡易郵便など、単位農協は農村・農家に関連したあらゆる事業

を営んでいる。

そして、これら多様な単位農協の事業を各都道府県段階で事業毎に総括しているのが、

厚生・経済・共済・信用の四つの「各県農業協同組合連合会」である。単位農協は総合農協であ

るのに対して、連合会は単一経営(単営)なのである。これら単一経営の各連合会問の相互

調整を図るために設置された機関が「県農業協同組合中央会」である。また、都道府県段階

のこれら各連合会を全国段階で各事業毎に総括しているのが「全国農業協同組合連合会Jで

あり、さらに、これら組織全体を指導調整するのが「全国農業協同組合中央会J(I全国農協

中央会Jもしくは「全中」と略称)である。従って、県段階・全国段階の中央会は通常の経済事

業を一切行っていない。具体的には単位農協・連合会の組合指導、教育、経営監査とそれに農

政活動が、中央会の主な仕事である。米価運動のなど農政活動を行ってきた主体は、この

中央会系の組織にほかならない。

各農協・連合会はそれぞれ独立した法人である。独立した法人であり ながら、「単位農協

一県連(都道府県農協連合会)ー全国連(全国農協連合会)Jという三段階制を とって、全国組

織を整えている所が、「系統農協」と称される所以である。これら三段階を通じてみれば、

系統農協は全国の農村市場において圧倒的な占有率を誇る「商社」であると同時に、「銀行J、

「保険会社」の機能を兼ね揃えた巨大な組織として浮かび上がってくる。ちなみに、こうし

た日本の農協の組織形態に対して、欧米諸国の農協組織は農産品単位の専門農協を基準と

している場合が多い。社会主義国ではない資本主義国で、このような全国組織を整えてい

る農協はほかに存在しないのである。

しかし、系統農協が独占的な「商社」、「銀行」、「保険会社」であるといっても、系統農協は

農業協同組合法(農協法)によって規定された「協同組合」であり、その意思決定方法と事業
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内容は株式会社とは根本的に異なっている。組合経営は総会(総代会)・理事・監事という三

つの運営機構で営まれ、そこにおける意思決定には一人一票という協同組合の原則が貫か

れている。系統農協の最高意思決定機関は組合員総会である。事業計画など組合経営にと

って重要な事項はすべて組合員総会(正組合員の半分以上出席)、もしくは総代会(500人以

上の組合で1/5の総代出席)で決定されなければならない。この一人一票の総会決定という

民主的な規定が協同組合の理念であると同時に、効率的意思決定を阻む最大の要因なので

ある。そして、この総会で決められた方針に基づいて事業を執行するのが、「理事」である。

組合の代表権と業務執行権限を持つ理事は、毎年一回が原員IJの総会(総代会)に代わって業

務を遂行する。組合長は通常この理事から選出される(注 15)。

また、食管制度に象徴されるように、系統農協の事業内容は政府施策と密接な関係にあ

ることが多¥'，系統農協は価格政策・補助金・低利資金など大半の農業政策の実施機関(下請

け機関)でもあり、この準公共団体としての事業性格が農協経営を支えている。「生活協同

組合」とは異なって系統農協の政治運動が「万年与党的」体質を持つと言われるのは、この強

い政治依存性によっている(注 16)。農協経営が政府施策のあり方に左右されるだけに、系

統農協も農政活動に力を入れる。農協法(第七十三条九第二項)は「中央会は、組合に関する

事項について、行政庁に建議することができる」と、全中の行政行為を認めている。全中は

この行政行為を農政活動の法的根拠と解釈している。

民主的運営を義務づけられている系統農協は、政治活動に際しでも「民主的」に進めるこ

とを旨としている。まず単位農協の段階で要求項目に関する討議を行し、(組織討議)、次い

で都道府県段階でこの要求項目を組織化し、さらに全国段階ですべての農協の意思結集と

要求項目が政策化されるという手続きである。この後、「要求貫徹Jするまで全中に、 00

対策本部が設置されるのが、 1960年代からの恒例である。もっとも、下部からの積み上げ

といっても、米価政策の転換期における数回の例外事例を除けば、農業政策、政府動向、政

治状況に関する情報が集中する全中が、終始、要求運動を主導することが多かった。

系統農協の米価運動の骨格は、組織討議を通じて要求米価を作成決定し、それを陳情す

る点に求めることができる。まず、(7)市町村・都道府県・全国段階という組織討議を通じて、

下からの積み上げによる独自の生産費調査・独自方式に基づく、要求米価を作成する。次い

で、(イ)市町村・都道府県・全国段階における要求大会をそれぞれ開催する。そして、 (ウ)全

中に「米穀対策中央本部J(r米対本部J)を設置して、農協関係者の地方からの上京・動員を図

り、全中幹部とともに県iJlJ・ブロックiJlJの陳情活動を行う。 (1)前広米審・事前協議・本米審
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-自民党合同会議等に参加して、事情説明するなど、全中米穀対策本部は大衆動員方式によ

る要求運動を展開するのである。農協関係者の陳情対象は、農水省・大蔵省・内閣官房など

の政府機関、農林議員・党農林幹部・党三役という各自民党議員や野党、マスコミ、米審関係

者など多種多様である。そのなかで力を入れるのは、その影響力と忠誠度からいって相対

的にもっとも期待できる農林議員である。わざわざ多額の費用をかけて大衆動員方式の運

動を進めるのも、この多数を占める農林議員に照準を絞ってのことである。なお、系統農

協の要求運動は、全国農業会議所と共闘の形で行われる。

ところで、こうした準公共機関としての系統農協の政治運動の限界に不満を持つ現場農

家は、やはり少なくない。これら不満を政治的に代弁する役割を、ある程度まで果たして

きたのが、「農協青年部」と「農協婦人部Jである。農協3青年部と農協婦人部はともに、戦後

の農脇設立とともに各地で組織化が進んだものであるが、系統農協と組織的関係はない。

共に会費制度による自主独立が建前で、独自の意思決定機関と執行機関を有している。そ

れぞれ「全国農業協同組合青年組織協議会J(全育協)、「全国農業協同組合婦人協議会J(全婦

協)という独自の全国組織と、都道府県段階の連盟組織を有している。現在、農協青年部の

単位組織が約1， 900、部員数約16万人、農協婦人部の部員数が約230万人である(注 17)。

農協青年部の組織活動として重要なテーマは政治運動である。基本方針を定めた「鬼怒川

五原則J(1953年)は改めて「自主的な組織Jr同志的な組織Jr政治的に中立な組織Jを明言し、

その誕生から系統農協の内部組織や「御用組織Jではないことを強く意識してきた。系統農

協に比して政府自民党に対してより批判的であり、時として強硬論をぶって系統農協の要

求運動を混乱させるのは彼らであった。系統農協のなかには、こうした農協青年部の「実践

的批判者」としての性格を嫌う傾向もある。ただし、系統農協の要求大会の「盛り上げJ役は

決って農協青年部であり、会費制度に基づく自主組織のはずの農協青年部が系統農協の助

成金に依存しているのも事実である。結果的に農協青年部が、準公共機関として正面から

批判できない全中の不満の一部を代弁しているといえなくもないのである。

同じく政治的中立を掲げる農協錫人部は、農協青年部と並んでやはり政治的に強硬であ

る。しかし、その組織活動は農協青年部より幅があり、部員数もはるかに多い。戦後民主

化と婦人解放運動とともに各地の農協で成立した農協婦人部は、政治運動の一方で、農協

貯蓄の増加運動、 『家の光』普及運動、手作り食品運動、農産物自給運動など、系統農協の生

活活動・生活購買事業などの一役を担ってきた。こうした農協婦人部に対して系統農協は農

協青年部よりも好意的である。とはいっても、農協青年部と農協婦人部は系統農協の枠組
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みを完全にぬぐい去ってはいないものの、系統農協の関連組織のなかの急先鋒であること

には相違ない。

こうして、事実上の独占組織であると同時に準公共機関の性格を持つ系統農協は、利益

団体の分化を主張する日本型モデルの前提とは真っ向から対立する点である。(イ)政府によ

って認知・規制されている準公共機関的性格、(口H全国一都道府県一市町村」の三段階制と

いう階統的組織、(1¥)ほぽ全加入で独占的な組織であることなどは、一般に「コーポラテイ

ズム」と呼ばれる政治体制の特徴と同じである。しかし、(こ)政策決定に直接の影響力をも

たず、政治家を経由してはじめて間接的な影響力を行使できることは、コーポラテイズム

と矛盾する点である。つまり、系統農協の組織内部はどちらかといえば「コーポラテイズム

的」な性格を持つ一方で、対外的な要求達成の手段はどちらかといえば「多元主義的Jなので

ある。

いずれにしても、圧力団体に関しては、多元主義モデルの指摘とは異なって、分化では

なく「統合化」が進んできている。終戦直後、多数誕生した農業団体はその後、漸次統合化が

進み、 1960年前後には全国農協中央会を頂点とする系統農協が、事実上、独占的に農家利

益を代弁する圧力団体となった。全国農協中央会が米価の引き上げ要求に重点を置いて、

大衆動員方式の要求運動を展開するのは、農業基本法が制定された1961年以降である。一

方、米価抑制を求める消費者団体の活動が活発に行われたのは1960年代末までだった。つ

まり、概ね1970年代前半以後は、米価抑制を唱える強力な消費者団体が存在しなくなり、

農家利益を独占的に代弁する全国農協中央会がもっぱら米価引き上げを要求するようにな

っているのである。

(7 -3)米価決定"劇"の過去・現在・将来

成立過程

以上、今までの議論を小揺するために、(表ー 1)と(表-2)をみてほしい。(表ー 1)は

戦後日本における米価決定の変遷を簡略を、(表-2)は1961年産米の価格決定以後の米価

審議と決定米価をまとめたものである。続く三つの図はこの(表ー 2)を基づいて作成した

もので、政府原案・与党要求・悶議米価の三つの上昇率の推移を記したのが(図ー 7)、閣議
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時期 1945-1951年

(安一 1)戦後日本の米価決定

1952-1960年 1961-1967年 1968-1986年

均衡米価 支持米価 支持米価

据え置き 10%前後 据え置き

米価推移 11 抑制米価

乱高下

財政支出 11 負の支出

Tiff112? 
政治介入 無介入

農業団体

l -「一一一一一一一γ一一一一一一一-

a 小 j 拡大 ; 削減

j 農林省 ! 農林省・大蔵省・自民党
: 大蔵省 J政府自民党対立 ;政府自民党協調

ート一一一ー一一一ート一一一一ー一一ー'

後前定決審米 原案作成段階からの参画

』 与野党協議 j議員連盟の台頭;党農林族の台頭

系統農協による要求運動農業団体再編

特徴 11総司令部の絶対 j政治米価イメ-j農協 自民党に i政官相互浸透
的権限に基づく; ジの定着 : よる積み上げ!政治の微調整

(表-2)米価審議と決定米価

① ② @ : ③ ⑤ ⑥ ⑦ 

年度 政府 与党 正式( 政府 与党 政治折衝 全審議

原案 原案 米価 ; 譲歩 譲歩 期間 期間

1961年度 2. 9 6. 2 : 3.3 前 2日間夜半 39 

1962年度 8.6 11. 3 10. 2 1.6 1.1 後 4日間 22 
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1976年度 5. 2 6. 4 6. 4 1.2 。。 後 l日間夜半 o 1 25 

①から⑤までの各数値はいずれも、基本米価(ト4等うるち米平均・

包装代込みの政府買入平均価格)の前年度正式米価を基準とした上昇

率(パーセント)。①「政府原案」とは、原則として政府が米価審議会に

提出した諮問案に含まれる試算参考値のこと。ただし、政府が複数の

試算値を提出している場合は、その中でもとりわけ重視された試算値

を政府原案とみなしている。また、政治折衝が米価審議会に先だって

行われた1958-1961/1980/1983の各年度は、事前折衝で政府が原案とし

て用いたもの。

②「与党原案Jは、自民党の要求案である。括弧っきの年度は、党要

求米価が具体的な数字で決定されていない年度、もしくは公表されて

いない年度である。括弧のなかの数字は交渉の際に目安とされた数字

を示している。③「正式米価」は閣議決定米価であり、④「政府譲歩」は

③から①をヲ|いた「政治加算」相当分、⑤「与党譲歩Jは、②から③を引

いた党要求未達成相当分を、それぞれ示している。

⑤「政治折衝」とは、政府と与党がそれぞれの要求案を持ち寄って、

閣議決定米価を詰める最終折衝のことである。本表では、政治折衝が

米価審議会に先だって行われた場合には「前」、米価審議会の後に行わ

れた場合には「後」と記している。「前後j表示の後の数字は、政治折衝

に要した延べ日数(一日未満はすべて一日とみなす)であり、政治折衝

での最終決着が「夜半」もしくは「未明」にまで至った場合には、そのこ

とを記している。

⑦「審議期間」における三つの数字は左から順に(1)予定されていた

閣議決定日からズレ込んだ日数(米価最終調整段階で"子定外"の混乱が

あったかどうかをあらわす)、(2)米審答申の翌日から閣議決定される

までの回数(その時の米価の最終調整がどれだけ難航したかをあらわす)

(3)与党が審議を開始してから米価が閣議決定されるまでの回数(おお

よそ米価審議に要した延べ日数をあらわす)、をそれぞれ示している。

基本米価の動向だけでは、政治折衝の過程を完全に把獲するこはで

きない。折衝過程で「政治加算」が、基本米価の引き上げという形をと

らず、その他補助金の増額ないし維持という形で行われることがある
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からである。特に抑制米価が続く 69年度以後には、この形が取られる

ことが多い。けれども、 これら政治加算はいずれも基本米価換算で2%

上昇を超えることはなく、基本米価推移だけでもその趨勢は充分に理

解することができる。

4Il 

3日

泊

11'1 

日

-1日

(ぼト7政府原案・与党要求・悶i義米価

: 1I : ¥， : . . . . . . 

出 将司a:::¥J:ぶ:λ
:JjN 

1袋渇 1鋭>21鉛41袋詰61袋泡 19701972 1974 1976 1978 1銃犯 19821鉛41袋路
1961 1袋主31お51鉛71969 1971 1973 19'市 19771979 1981 1983 1祭主5

一 政府原案 ー与党要求 ー閣議米価

6
8i-8)政府原野与党要求 L前納品=0) 

3 i:-":j 白 :. 
. ~ ~ .:  トー γ:-! ~ t -: 

2 寸，.;....ーー("，ー・，"，.，‘レイーイーJヘート

;河川氏出:::;:jJ::;:;iHJ許1117111ij
・ ・ 0 

-il寸プて.¥.:トーー..-・十一 ヶーー.'"./. ... .←-一一

319621釘 1鈴 11お815市 i1d7211釘 l1仇 t1dri1鈎 l1佐 11ぬ411鈎
1お31965 1鋭'>11お91971 1973 1975 1977 1979 1981 1鍛冶 1985

一 政府原案 ー与党蓑求
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号2

1jj 

i; 
←5 

刃向1鰹1脳1鰯 1翻 19701972 19741976 1978 1捌 1鍛 1制 1舗
i涙治 l説351鈴71969 1971 1973 197ち 19771979 1981 1袋~I袋あ

図

米価を基準に政府原案・与党要求の水準を上昇率で記したのが(図-8)、政治折衝における

政府・与党の譲歩獲得率を上昇率で記したのが(図-9)である。

これらによれば、自民党審議が長引く度に、算定要素の修正項目が積み上げられて米価

が引き上げられていった1961年から1965年までは、政治折衝期間や最終決着時聞はまちま

ちであり、政府原案、党要求案、最終決定の米価水準にも一定の法則性は見あたらない。と

ころが、 1965年から 1967年まで、米価抑制を意図して政府・自民党による入念な事前協議が

行われ始めると、最終価絡は初めて前年度水準の上昇率で一定するようになる。入念な"話

合い"のうちに、各政策主体が最終的に納得できる価格水準として、前年度実績が改めて浮

上してきたのである。

そして、この前年度準拠のルールを「上昇率」から「価格水準」に置き換える形で、 1969年

以後、石油危機前後の混乱期などの例外期間を除いて、基本的に米価は据え置きを中心に

推移している。この際、据え置き中心の抑制米価を背後から支えていたのは、前年度価格

水準に基づいて編成された子算米価と、予算米価の尊重を義務づけた総合予算主義である。

入念な話合いのうちに、財政支出と価格水準に前年度準拠のルールが大蔵省を中心に自民

党、農水省によって確立されて、初めて抑制米価が達成されたのである。

(表-2)において1969年以後の政治折衝期間に注目してみよう 。事前協議と前年度準拠

Jレールの確立とともに、 1969年以後は、石油危機時の1974年と、行財政改革が行われた19
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81-1983年を例外に、政治折衝はいずれも丸一日を要しないで終了している。政治折衝が始

まる前の段階で、政府・自民党幹部の間で前年度水準を一つの基準として事前調整がすでに

終わっていた証拠である。逆に政治折衝がそれ以上に長引いた時は、いずれも例外的に米

価引き上げ論が強く、米価抑制論との間で事前協議が難航した時なのである。ちなみに、

全体の審議期間も二十日間強で一定するようになっている。

そして、事前協議による抑制米価の定着とともに、 1970年代に入って自民党は達成でき

ないような高額要求を党要求案として決定することがなくなった。 1975年以後は満額回答

が原則であり、また1980年からは具体的な要求額を要求項目に盛り込まないのが慣例とな

った。政府・自民党幹部による事前協議という舞台裏からの操作によって、米価決定の表舞

台においては、自民党の意思に反した政策決定は行われない、政党優位の米価決定が続い

ていたのである。同時にこれと並行して1975年以後は、夜半や未明の政治決着が多くなっ

た。夜半や未明の政治決着は、事前協議によって一日以上を政治折衝に費やす必要がなく

なったことの裏返しの現象であり、それは政治折衝を延長するよりはその日のうちに決し

たいとする政府・自民党幹部の意向のあらわれである。そしてまた、未明・夜半という決着

時刻は、大詰めを迎えた米価調整の臨場感を盛り上げて、自民党の農業保護を目指した政

治的努力を象徴的に示す時間帯でもある。つまり、事前協議による政治折衝(米価審議)の

制度化は、それを劇的にみせる政治的演出を伴いながら進行していたのである。

制度化の進んだ米価決定"劇"の表舞台において、米価引き上げの主役を演じたのが、農

林族と言われる党農林幹部、べトコン・アパッチといわれる農林議員、全国農協中央会によ

って動員された上京代表者である。農民組合による過激な米価運動や、難航する米審審議、

政治米価を執助に批判するマスコミも、間接的に米価引き上げを目指した自民党の"努力"

を印象づける形となった。表舞台においては、その実際の真偽はともかく「米価引き上げ=

農業保護=農家支持」という単純でわかりやすい図式が常に妥当し、米価引き上げが期待遇

り望めない状況においてはじめて、その他奨励金が米価決定の焦点なった。もともと理屈

抜きで米価支持を求める農林議員にとっては、選挙公約や首相発言、前年度実績が米価引き

上げを求める最大の武器となった。

一方、こうした表舞台の裏側で、米価決定劇の時間と場を操作して、農業保護の自民党

の姿勢をできる限り崩すことなく、米価水準を実質的に調整してきたのが、事前協議に従

事してきた農水省幹部、大蔵省幹部、党農林幹部である。政治的に"支持"されてきたという

強烈な政治米価のイメージにもかかわらず、実際の決定米価がたかだか"調整米価"にとど

-584 -

まっていたのは、事前飽議に従事していた裏の主役が存在していたからにほかならない。

この場合、舞台の表裏で主役を務める党農林幹部が調整役の中心となって、自民党が「のるJ

ことのできる「しっかり」した政府原案を政府幹部に求めると同時に、その政府原案をもと

に全中幹部や議員連盟幹部(農林議員)の説得にあたるのである。逆に言えば、支持米価の

イメージを強く持つ調整米価は、「農林議員一党農林幹部(農林族議員)一党幹部Jという自

民党議員の役柄分化があってはじめて可能なのである。

こうした調整米価の決定構造においては、舞台の表裏に登場する農林族議員、事務当局

を指1軍する農水省幹部、財政的観点から米価引き上げに歯止めをかける大蔵省幹部の三者

(全中幹部は含まれなし、)が政策決定の中心となるが、農林族議員、農水省幹部、大蔵省幹部

のいずれもが、単独で調整米価を担う政策主体だったのではない。事前協議に従事するこ

れら三つの政策主体を中心に、前年度準拠ルールに基づく米価決定が共通理解となって、

系統農協や農林議員を含めた米価決定"劇"の舞台全体が、決定米価を調整米価に収蝕させ

る機能を持つのである。この意味において、調整米価は米価決定劇の舞台の表裏を通じて

「構造化」されているということができる。

従って、調整米価が構造化された米価決定において、政策主体の個性や信条が米価決定

に反映されることは原則としてなくなり、米価決定の没個性化や脱派閥化が進んだ。和田

博雄、広川弘得、河野一郎らの歴代農相や池田勇人、一万回尚登蔵相らの時代は若干なりとも

米価決定に個性が反映されていた。しかし、それ以後に農相となった三浦一雄、赤城宗徳、

周東英雄、重政誠之、坂田英一、倉石忠雄、渡辺美智雄、中川一郎、羽田孜らの時代になると、

農相の個性に米価の調整方法が左右されることはあっても、米価水準に影響を与えること

はなくなった。農業基本法の制定に苦労した周東英雄は、自民党米価懇談会会長に就任す

ると米価引き上げを強く主張し、べト コンの急先鋒だった坂田笑ーは、農相就任時には指

数化方式の推進に回った。

べトコンの突量産隊長を自認していた松沢雄蔵が、米対協代表幹事と米価調査会副会長と

いう敵味方二役を務めた1968年産米の価格決定が、米価抑制の契機となったことは決して

偶然ではない。系統農協の主張を強〈代弁する農林議員、系統農協の要求と政府の主張の

調整役を務める党農林幹部、自民党と政府の見解が対立した場合の調停役を務める党幹部

という三つの異なる役柄の演技が、個守の実体的な政治家の信条・理念を離れて米価決定に

構造化されて、調整米価が達成されたのである。これらの役柄演技が構造化されてから後

には、渡辺美智雄、中川一郎、湊徹郎など、定められた役割を忠実にかつ劇的に演じるもの
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が、脚光を浴びた。定められた役柄に応じて政策主体が行動することは、政策主体の能動

的な行為の意義をいささかも損なうものではない。ちなみに、役柄演技が徳造化された米

価決定における最大の例外は田中角栄である。 1964年と 1974年の大幅な政治加算はいずれ

も田中角栄の政治決断によるものであり、ともに通常の調整米価の範囲を逸脱する結果だ

った。

成立要因

以上、調整米価の決定構造を、米価決定"劇"に見立てて論じてきた。ところで、こうし

た米価決定"劇"が成立しえた背景には、どのような要因を指摘できるのだろうか。最後に、

米価決定"劇"の成立要因を改めて指摘しつつ、戦後日本の「調整J米価から帰結しうる一般

的合意を検討しよう。調整米価を可能にした米価決定"劇"の成立要因は、およそ次の四点

にまとめることができる。

第一は、決定権限の分散化である。政府米の価格決定に携わるおもな主体とその行動原

理が固定的であったことは既に再三論じてきた通りであるが、その背後で米価決定に何等

かの形で傍わる関係者は戦後一貫して増加している。終戦直後の米価決定は大蔵省物価部

を当事者として始まり、次いで総司令部を最終権限者に日本政府の実質権限が物価庁を中

心に主計局、食糧庁へと分化した。形式的には絶対的権限を有していた総司令部内部も、占

領後期においては、天然資源局、物価統制局、物資配給局で足並みの乱れが見られた。また、

1949年に米価審議会が設置されてからは、米価審議会を通じて学識経験者、生産者委員、消

費者委員、そして与野党の政治家が形式的にせよ、米価決定に参与するようになった。特に

主権回復後、五十五年体制が確立するまでは、与野党代表の米審委員が米価の最終調整役

を担った。

自民党政権が確立してからは、有志議員という形で多くの農林議員が党内審議において

米価決定にかかわるようになり、この農林議員の"奮闘"を通じて、結果的には系統農協(全

国農協中央会)によって動員された数千単位の上京代表者も米価決定に間接的に影響を与え

ることとなった。そればかりではない。 1969年に自主流通米制度が創設されてからは、こ

の自主流通米の価格決定を通じて、農協関係者や流通業者が都道府県単位で文字どおり米

価決定の直接当事者となった。政府米の価格決定のみならず自由米・自主流通米を含む日本

のコメ市場全体を視野に入れた場合、こうした米価決定にかかわる主体の増加とその決定
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権限の分散化傾向は、自由米・自主流通米の比重の高まりとともに強化されたのである。ち

なみに、本論文の研究対象時期からは逸脱するが、 1990年に政府が一部導入した正米市場

制度によって、こうした決定権限の分散化傾向は決定的なものとなった。

決定米価が支持米価ではなく調整米価であったといっても、調整米価に対する不満は消

費者・生産者双方に強い。そうした調整米価に対する政治的不満の解消に若干なりとも役だ

ったのが、米価決定に参与する主体の増加である。参加という政治的行為を通じてその主

体の経済的不満のいくらかは解消されたのである。とりわけ、生産者、消費者双方の政府米

価に対する関心を大きく低下させた自主流通米制度の持つ意義は大きかった。けだし、決

定権限の分散化は、政府活動から市場機構への移行を準備する。なぜなら、もっとも決定

権限が分散化した意思決定の形態とは、各主体がすべて同等に意思決定に参加することに

なる価格機構による最適資源配分にほかならなし、からである。ここに、 1990年に導入され

た正米市場が、市場実勢からヨ距離しようとする"政治"米価に最終的なくさびをうちこんだ

とする所以がある。逆に言えば、制度化(硬直化)の進んだ政府機格において、既得権益削

減的かつ市場志向的な政策決定を達成するためには、逆説的にその決定権限の分散化(権限

移譲や直接参加)を図るというのが、基本的な戦略なのである。

第二は、独占的な圧力団体(全国農協中央会)の存在である。この場合、この第二の命題

は、決定権限の分散化という第一の命題とは基本的に正反対のぺトクルを持つものである

点に留意されたい。つまり、戦後日本の調整米価は、決定権限の分散化と独占的な圧力団

体が、政府米と自主流通米という、いわばねじれの位置において微妙なバランスを保ちな

がら並存しえたところに、はじめて可能だったである。自主流通米制度の発足によって政

府米価格に対する関心が低下したとはいえ、政府米価に対する大幅引き上げの期待が強い、

良質米度地を中心とした一部農家の"理想的"な要求を現実化させてきたのは、全国農協中

央会である。支持米価ならぬ調整米価にとってこそ、独占的な圧力団体は不可欠の存在な

のである。

1968-69，1975-76年などの米価抑制期において、食管堅持を前提に自民党との協調関係を

維持して米価論議を有利に運ぼうとする全国農協中央会と、自民党との対決姿勢を強めて

も、大衆動員の運動によって自分たちの理想値を貫こうとする良質米産地の農協青年部、婦

人部、各県農協中央会は、澱しく対立した。だが、結局は全国農協中央会による組織討議の

なかでガス抜きが図られる形で、全中幹部の意向が要求米価に反映され、結果として、現

場農家を現実的な方向に向かわせた。つまり、常に大幅引き上げを掲げてきた系統農協の
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米価運動は、その表面的な印象とは対照的に、理想値を主張するコメ農家の要求を、現実

化させる機能をも持っていたのである。ともすれば、威勢のよい米価引き上げ要求だけが

目だつ系統農協の要求運動であるが、その威勢の良さの陰で要求運動が果たしてきた、も

う一つの実際の役割を忘れてはならない。

第三は自民党長期政権である。公共選択理論の方法論的前提に従って、政策主体が利己

的かっ合理的に行動を選択すると考えれば、再選を意図して得票最大化を目的に行動する

政治家は、利益組織に効率良く媒介され、利益を代弁する政府機関(食糧庁)を持つコメ農

家の利益をより強く優先させるほうが合理的である。それにもかかわらず、農林族が支持

米価ではなく調整米価を担う主体として登場したことは、自民党長期政権と密接に関係し

ている。自民党長期政権において政府依存度が相対的に高い農村には、野党系候補を選択

する余地が少ない。自民党の農林議員にとっては同じ保守系候補者との差別化が問題であ

り、保守系候補者間は、常に激しい潜在的対立状態にある。しかし、一度、党内で意思統

一が図られれば、逆に農林議員は米価引き上げに固執する必要はない。農林議員としては、

米価引き上げ時には出遅れないように米価引き上げに回り、逆に米価抑制が子想、されると

きには、米価問題を回避するのがもっとも合理的なのである。米価抑制の契機となった19

68年においては大混乱した米価決定が、翌1969年には比較的あっさりと据え置きで決した

背景には、こうした党内事情の変化があった。

この場合、抑制米価を達成するための鍵は、自民党内の意思統ーという、いわば党内カ

ルテルの成否にある。そして、1965年から1968年にかけての試行錯誤を経て、このカルテ

ルの担い手として登場したのが、入閣前の党内中堅議員である農林族議員だったのである。

農林族議員としては、予算優位が確立されているなかで、米価抑制で党内をまとめること

には、米価抑制を望む大蔵省や農水省に"恩"を売り、後で他の子算で面倒をみてもらうと

いうメリットもあった。つまり、政権交代が可能だった保守分裂期よりも、自民党の長期

政権期の方が政治家聞の抑制カルテルは明らかに結成されやすいのである。この意味にお

いて、自民党長期政権や政策主体の固定化(三角同盟の存在)が、米価引き上げ(個別利益媒

介)を強化したのではない。実態はむしろその逆なのである。保守分裂期に存在した米価決

定のための大幅補正予算が、自民党政権下では存在しなくなったことが、このことを端的

に示している。

自由貿易体制の中で安定的な経済成長を持続させて、日本が経済大国相応の国際的役割

を果たしていくためには、議員連盟や族議員の台頭に代表される過度に個別利益媒介の傾
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向を持つ現行システムの変革が不可欠であると指摘されることが多い。農業政策に関して

言えば、農業保護を求める農林族議員、農林議員(農振脇議員)、系統農凶、農水省を"抑え込

んで"、農業自由化を断行できる強力な政治的リーダーシップが存在可能になる政治改革が

切に望まれている。これに対して戦後日本の調整米価は、現行システムにおいて日本経済

の矯造転換が、多くの論者の想定よりも着実かつ円滑に進んでいることを示している。従

って、経済大国相応の役割分担が切に求められている現在においても、より実効的な現行

システムの「活用」を心がけるべきであり、現行システムに対する抜本「改革Jは、その初期

の目的を達成できないばかりか、これまでの構造調整のメカニズムを損なう危険性をはら

むことを警鐘している。農業政策に関して言えば、自民党の農林族議員や農水省を"利用"

した現状動向追認的な部分的自由化策こそ、政治的安定を保ちながら、結果的には経済的

にも、最も着実な改革策なのである。言い換えれば、自民党長期政権が崩犠した場合には、

何等かの抑制カルテルが民主政を歪めない形で導入される新たなエ夫が肝要となるのであ

る。

第四は経済成長である。米価決定"劇"が成り立ちえたポイントの一つは、据え置き米価

が調整米価たり得た点に求めることができる。前年度準拠のルールに基づいて役割演技が

構造化されている米価決定において、価格推移は基本的に下方硬直的であり、またその下

方硬直的な米価推移によって米価調整が可能だったのは、経済成長に伴ってインフレ基調

で物価が推移していたからである。同時に、経済成長には、米価支持に必要な財政コスト

を相対的に低下させたという面もあった。終戦直後よりも近年の方が総選挙における公約

が米価決定を大きく左右する傾向にあるのは、この財政コストの低下に負うところが大き

い。米価を調整できる財政的余裕があってはじめて、劇的な調整米価が可能だったのであ

る。いずれにしても、デフレ基調の低成長期において据え置きという価絡水準が調整米価

たりえなくなるとき、米価決定"劇"ももはや成り立ち得ない。米価引き下げが求められた

1986年度米の価格決定において、米価決定が久守に政治的に混乱したのは決して偶然では

ない。同日選挙における自民党の大勝が政治的混乱の必要条件であるとすれば、その十分

条件は政府が引き下げを求めたという価格水準自体にあったのである。

以上、これら四つの要因のもとで調整米価ははじめて可能になった。逆に言えば、これ

ら条件下においては、政府の介入政策(価格政策)も一定の政治経済効果をあげることに成

功しえたのである。一般に、市場原則lによれば、効率的資源配分を撹乱する政府の価格政
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策は肯定されない。しかし、結果が、短期的、普遍的な価絡政策は、同じく結果が長期的、部

分的な補助金給付に比べて、わずかな価格変動で大きな政治的効果を上げることができる

のも事実であり、この米価政策によって初めて、戦後日本は農業保護的な政治米価のイメ

ージを強く持つことができた。そして、このイメージが結果的に、急速な産業構造の転換

を農林漁業者に追認させる機能を持ったのである。とすれば、政治的安定が強く欲せられ

ている時には、わずかな価格変動で積極的な政治イメージを提起できる価格政策が次善策

として評価される余地が存するのである。それでは、一般的には如何なる条件下において

価格政策が次善策として評価しうるのであろうか。他の政策領主主と比較しつつ、さらにこ

の点を明らかにしていくことが、本研究にとっての、これからの課題である。
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aus:Jahrbuch filr Phi lasaphie und Phtinamenalagische Farschung， Band ¥1， Un-
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承した時点が、これについての意思決定が確定的に行われたものと理解され、そ

うした理解の上にたって案件の処理が進められる。大蔵省等に提示されるメモや
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総有業者数・就業人口・農林水産業就業者数について

戦前に関しては、大川他「長期経済統計」
戦後に関しては、総務庁「労働力調査J

農業就業者数について

1961年までは大川他「長期経済統計」
1962年以後は総務庁「労働力調査J

農家戸数について

戦前に関しては、大川他「長期経済統計」
戦後に関しては、農林水産省「農業調査」

J 

業就業者

農業就業者農家戸数
/千人数比率 /千戸
5690: O. 1052: ~ 
5500: O. 1004 . 4742 
5120 0.0925 4661 
4910. 0.0880. 4614 
4840: O. 0858 4567 
4680: 0.0816: 4522 
4520 0.0784 4473 
4490 0.0773. 4376 
4360 0.0745 . 4331 
4330: O. 0733 . 4284 
4220. O. 0702 . 4240 
4070: 0.0664. 4194 
4000: O. 0640 : 3835 



E林水産業および農業純牛EEf量移

』内純生産農林水産業農業純生産

一一一 陣丞彦業および偉業純牛EE推移

純生産/

1885 789 339 273 O. 4297: O. 3460 O. 6409 O. 0268 0.0172 
1886 789 332 270 O. 4208: O. 3422 O. 6309 O. 0288 0.0182 
1887 785 314 247 O. 4000 O. 3146 O. 6014 0.0169 0.0101 
1888 772 296 227 O. 3834 O. 2940 O. 5818 O. 0229 0.0133 1937 20890 O. 0926 
1889 844 315 243 O. 3732 O. 2879 O. 5724 O. 0149 0.0085 1938 24478 O. 0893 
1890 1077 496 415 O. 4605 O. 3853 0.7138 O. 0322 O. 0230 1939 30676 O. 1128 
1891 985 414 333 O. 4203 0.3381 O. 6552 O. 0263 0.0172 1940 35641 O. 1304 
1892 1044 440 356 O. 4215 0.3410 O. 6619 0.0410 0.0271 1941 35384 工予
1893 1058 430 344 O. 4064 0.3251 O. 6435 0.0414 0.0266 1942 42144 エラー
1894 1270 548 455 O. 4315 O. 3583 O. 6873 O. 0355 0.0244 1943 48448 0.2596 
1895 1392 567 458 O. 4073 O. 3290 O. 6511 O. 0356 O. 0232 1944 56937 0.2216 
1896 1434 548 428 0.3821 O. 2985 O. 6121 O. 0253 0.0155 1945 工ラー 17- エラー O. 2855 
1897 1727 638 498 O. 3694 O. 2884 O. 5967 O. 0348 O. 0208 1946 361 140 O. 0000 O. 6508 O. 2594 0.1688 
1898 2236 971 801 O. 4343 O. 3582 0.7051 O. 0415 O. 0292 1947 969 343 O. 0000 O. 6623 O. 1493 O. 0989 
1899 1990 749 578 O. 3764 O. 2905 O. 6121 O. 0702 0.0430 1948 1962 625 O. 0000 O. 6503 O. 1913 O. 1244 
1900 2274 858 665 O. 3773 O. 2924 O. 6169 O. 1049 。， 0647 1949 2738 751 O. 0000 O. 5275 O. 3241 O. 1710 
1901 2300 866 683 O. 3765 O. 2970 O. 6197 O. 1102 O. 0683 1950 3384 879 698 O. 2064 O. 5218 O. 2951 O. 1540 
1902 2240 800 617 O. 3571 O. 2754 O. 5897 O. 0697 0，0411 1951 4528 1128 736 O. 1626 O. 5406 0.4458 0， 2410 
1903 2582 1016 846 O. 3935 O. 3277: O. 6560 O. 0995 o 0652 1952 4967 1146 881 O. 1773 O. 5094 O. 7191 O. 3663 
1904 2702 1042 861 O. 3856 0.3187 O. 6473 O. 0808 0，0523 1953 5799 1238 836 O. 1442 O. 5358 O. 6865 O. 3679 
1905 2787 877 685 0， 3147 O. 2458 0.5301 O. 0676 O. 0358 1954 6534 1460 1021 O. 1563 O. 5876 O. 4804 O. 2823 
1906 3271 1122 912 O. 3430 O. 2788 O. 5555 O. 0745 0.0414 1955 7445 1500 1260 O. 1693 O. 5365 O. 4691 O. 2517 
1907 3656 1328 1090 O. 3632 O. 2981 O. 5896 O. 0763 0.0450 1956 8356 1432 1129 O. 1351 0.4765: 0.4936 O. 2352 
1908 3705 1325 1071 O. 3576 0.2891 O. 5849 O. 0933 0.0546 1957 10032 1571 1174 O. 1170 O. 4570 O. 6565 O. 3000 
1909 3613 1181 931 O. 3269 O. 2577 O. 5388 O. 0850 0.0458 1958 10167 1616 1175 O. 1156 O. 4852 0.4759 O. 2309 
1910 3628 1119 877 0.3084: 0.2417 0.5091 O. 0836 0.0426 1959 11627 1745 1230 O. 1058 O. 4826 O. 5132 O. 2477 
1911 4236 : 1487 1245 0.3510 O. 2939 O. 5794 O. 0622 0.0360 1960 14192 1900 1308 0.0921 O. 4432 O. 7004 0.3104 
1912 4674 1713 1456 0.3665: 0.3115: 0.6065 O. 0620 0.0376 1961 17122 2139 1401 0.0818 O. 4313 O. 8525 O. 3676 
1913 4860 1747 1451 0.3595 O. 2986 O. 5977 O. 0803 0.0480 1962 19176 2822 1608 O. 0838: O. 5292 O. 6495 O. 3437 
1914 4418 1348 1082 O. 3051: O. 2449 O. 5078 O. 1001 O. 0508 1963 22080 2469 1682 O. 0762 0， 4303 O. 8633 0.3715 
1915 4640 1289 1042 O. 2778 O. 2246 O. 4802 O. 1049 0.0504 1964 25504 2543 1817 O. 0712 O. 4040 : 1. 0424 O. 4211 
1916 5966 1593 1311 0.2670 0.2197: 0.4659 O. 1205 0.0561 1965 28327 2851 1955 O. 0690 O. 4277 1. 0576 O. 4523 
1917 7859 2173 1781 O. 2765 O. 2266 O. 4846 0.2011 0.0975 1966 32896 3195 2155 O. 0655 O. 4373 1，2863: 0.5625 
1918 10475 3307 2727 O. 3157 0.2603: 0.5782 O. 2176 O. 1258 1967 38859 3686 2628 O. 0676 0， 4505 1. 2717 O. 5729 
1919 14350 5032 4152 O. 3507 O. 2893 O. 6413 0.3061 O. 1963 1968 45802 3774 2728 O. 0596 0.4172: 1.4306 O. 5968 
1920 13671 4036 2962 O. 2952 0.2167 O. 5461 O. 1164 0.0635 1969 53697 3792 2810 O. 0523 O. 3762 1. 7377 O. 6538 
1921 13614 3855 2947 O. 2832 O. 2165 O. 5255 O. 1274 0.0670 1970 63706 3852 2712 0， 0426 O. 3476 2. 1081 O. 7329 
1922 13859 3480 2609 O. 2511 O. 1883 O. 4715 O. 1616 0.0762 1971 69318 3546 2527 O. 0365 O. 3214 2. 3572 O. 7577 
1923 14018 3628 2716 O. 2588 O. 1938 0.5120 O. 1551 0.0794 1972 79782 4244 2895 O. 0363 0.3612 2. 1913 O. 7914 
1924 14786 3941 3110 O. 2665 0.2103' 0.5166 O. 2854 0.1475 1973 98211 5768 3596 O. 0366 O. 4381 2. 0844 O. 9132 
1925 15575 4193 3368 0.2692 0.2162 O. 5298 O. 1074 0.0569 1974 116083 6381 4342 O. 0374 O. 4265 2. 1474 O. 9158 
1926 15119 3571 2800 O. 2362 O. 1852 O. 4682 O. 1190 0.0557 1975 128048 7025 4910 O. 0383 O. 4335 1. 9765 O. 8568 
1927 14586 3406 2644 O. 2335 O. 1813 O. 4611 O. 1231 O. 0568 1976 144615 7518 5020 O. 0347 O. 4262 1. 9581 O. 8344 
1928 15364 3214 2533 O. 2092 0.1649: 0.4150 O. 1429 0.0593 1977 159011 7812 5392 O. 0339 O. 4140 1.9660 0.8138 
1929 15561 3182 2563 O. 2045 O. 1647 O. 4071 O. 1662 0.0676 1978 174687 7669 5632 O. 0322 O. 3751 2. 1460 O. 8049 
1930 13062 2163 1680 O. 1656 O. 1286 O. 3332 0.2281 0.0760 1979 188665 7780 5639 O. 0299 O. 3686 2. 2368 O. 8244 
1931 11771 1823 1402 O. 1549 O. 1191 0.3122 O. 2406 0.0751 1980 204905 7012 4800 O. 0234 O. 3283 2. 5719 O. 8444 
1932 12888 2236 1812 O. 1735 O. 1406 O. 3744 O. 2939 O. 1100 1981 215829 6799 5407 0.0251 0.3156: 2.5759 0.8131 
1933 14591 2736 2226 O. 1875 O. 1526 O. 4099 O. 2887 O. 1183 1982 232475 7107 5323 O. 0229 O. 3145 2. 5896 O. 8145 
1934 15374 2491 1920 O. 1620 O. 1249 O. 3364 O. 3704 O. 1246 1983 240775 7256 5382 O. 0224 0，3254: 2.3915 0.7781 
1935 16432 2844 2273 O. 1731: O. 1383 O. 3652 0270900n9q8!? 9 1984 255953 7567 5866 O. 0229 O. 3329 2. 2732 O. 7569 
1936 18097 3283 2651 O. 1814: O. 1465 O. 3847 0.2382 :' .. 0，091 1985 271346 7604 5998 : 0.0221 0.3197: 2.2393 O. 7159 

1986 282367 7189 6039 0.0214 0.3010 2. 3319 O. 7020 
1987 293378 7087 5608 O. 0191 O. 2920 2. 3950 O. 6994 

/ 1988 311967 7206 5627 0.0180 O. 2923 2. 1727 O. 6351 

1 



1 
回姐ι霊鉛盤登

語者米価
1申び率

農林水彦業および農業純牛産准移
/円
8.38 1869 
8. 90 O. 0621 18.7.0..1 
6. 15 -0. 3090 1871 
3. 96 O. 3561 1872 

』内純生産酬 明 業純生産 1 /人叫

4.50 O. 1364 1873 
6. 88 O. 5289 

| 純生産/ 農林水産業農業占有率 農林水産業 7. 64 o. 1105 1875 
占有率 生産/人口予算/生産手算 5. 19 -0. 3207 1876 

5.36 o. 0328 1877 
1990 工ラー エラー エラー 工ト 1:;- 6.22 o. 1604 1878 3984 3867 117 
国内純生産 ・農林水産業生産・農業純生産について 7. 82 0.2572 1879 3792 3784 8 

戦前は大川他 「長期経済統計J/ただし、国民組生産 10.20 o. 3043 1880 4752 4759 ー7
11. 40 O. 1176 1881 4715 4716 。

戦後は国民経済計算 9. 49 -0. 1675 1882 4496 4455 41 
6. 22 -0.3446 1883 4604 4577 26 

1954以前は|日SNA 4.96 -0. 2026 1884 4584 4512 72 
6.49 O. 3085 1885 4070 4071 

1955以後は新SNA 5.74 -0. 1156 1886 5106 5024 83 

農業純生産に関しては、農林水産省官房調査課
5. 05 -0. 1202 1887 5579 5528 51 
4. 87 -0. 0356 1888 6000 5823 177 

「農業・食料関連産業の経済計算」による
5. 54 O. 1376 1889 5797 5555 242 
9.03 O. 6300 1890 4951 5208 ー257

単位は、戦前が百万円/戦後が十偉円
7.06 -0.2182 1891 6456 6410 45 
7.27 O. 0297 1892 5727 5716 11 
7.24 -0. 0041 1893 6214 6170 45 
8.53 O. 1782 1894 5590 5715 -125 
9.02 O. 0574 1895 6279 6264 15 
9.41 O. 0432 1896 5994 5984 10 
11.43 O. 2147 1897 5436 5630 ー194
15.42 O. 3491 1898 4956 5721 ー765
9.86 -0. 3606 1899 7108 7006 102 
11.94 0.2110 1900 5955 6066 111 
12.07: 0.0109 1901 6220 6359 ー139
12. 39 O. 0265 1902 7037 7154 ー117
14.70 O. 1864 1903 5540 3626 1914 
13. 14 -0. 1061 1904 6971 7796 825 
12.68 -0. 0350 1905 7715 8522 -807 
14 46 O. 1404 1906 5726 6217 ー491
16.37 O. 1321 1907 6945 7392 -446 
16.24 -0. 0079 1908 7358 7792 -434 
13. 69 -0.1570 1909 7790 8112 -322 
12. 63 -0. 0774 1910 7866 8041 ー175
17.07 O. 3515 1911 6995 7369 ー374
20. 15 O. 1804 1912 7757 8149 -392 
21. 56 O. 0700 1913 7533 8175 -642 449 O. 0549 
17.39 -0. 1934 1914 7539 7699 ー160 877 O. 1139 
13.02 -0.2513 1915 8551 8841 290 935 O. 1058 
13.21 o. 0146 1916 8389 8683 -295 872 O. 1004 
18. 57 O. 4058 1917 8768 9183 ー415 671 0.0731 
30.01 O. 6160 1918 8185 9411 -1226 354 O. 0376 
43 89 0.4625 1919 8205 9312 ー1107 624 O. 0670 

4289 5601064 1920 9123 9348 ー225 826 O. 0884 
20 -0. 3987 1921 9481 9754 ー273 1224 O. 1255 
36.85 O. 2620 1922 8277 9429 1152 1096 O. 1162 

/ 



生産主2t鍾与鐙鉛1l笠

爆者米価と需給推移

産者米価 丙互歪憂面丙泊貢量 越高

/円 1申び率 トy 平トy 総 千トン 要比率

31. 57 -0. 1433 1923 9104 10007 -903 1019 O. 1018 

1盟 837. 64 O. 1923 1924 8317 9867 ー1550 782 O. 0792 

41. 95 O. 1145 1925 8576 10057 ー1481 825 o. 0820 1977 

38. 44 -0. 0837 1926 8956 10233 ー1278 895 O. 0875 17251. 0 0.0011 1978 

35. 93 -0. 0653 1927 8339 10075 -1736 865 0.0858 17279.0 0.0016 1979 

31.38 -0. 1266 1928 9315 10541 ー1226 1176 O. 1116 17674 0; ... O. 0229 1980 

29. 19 -0. 0698 1929 9045 10420 -1375 1054 O. 1012 !1756. 0 O. 0046 1981 
27. 34: -0. 0634 1930 8934 . 10337 -1403 858 O. 0830 17951.0 0.0110 1982 
18.46: -0.3248 1931 10031 10947 -915 1371 O. 1252 18266.0 O. 0175 1983 
20. 69 O. 1208 1932 8282 10002 ー1720 1336 O. 1336 18668. 0 O. 0220 1984 
21. 42 O. 0353 1933 9059 10867 -1809 1351 O. 1243 18668. O. O. 0000 1985 
24. 90 O. 1625 1934 10624 11525 -901 2465 0.2138 18668. 0 O. 0000 1986 
29. 86 O. 1992 1935 7776 10631 -2855 1490 0.1402 17557. 0 -0. 0595 1987 
30.70 0.0281 1936 8619 10998 -2379 1201 O. 1092 16750.0 -0. 0460 1988 
31.76 O. 0345 1937 10101 11833 ー1732 1127 0.0952 16750.0 O. 0000 1989 
33. 99 O. 0702 1938 9948 11982 -2034 1274 O. 1063 16500.0 -0.0149 1990 
35. 95 O. 0577 1939 9880 11951 ー2070 609 0.0510 
43. 23 O. 2025 1940 10345 : 11714 -1370 654 O. 0558 出典 近藤康男編「食樋管理論J (1982) 
44. 00 0.0178 1941 9131 10759 -1628 1061 O. 0986 農林水産省「食掻管理年報」
44. 00 O. 0000 1942 8263 11371 -3108 353 0.0310 農林水産省「食糧管理制度の変遷と現状J(1987) 
47. 00 O. 0682 1943 10016 10986 -969 392 O. 0357 農政調査委員会編「米価・米価審議会の記録J(1979) 
47.00 O. 0000 1944 9433 10216 ー783 346 O. 0338 
120.3 5. 3989 1945 8784 8960 ー176 284 0.0317 
236. 7 O. 9676 1946 5872 5983 ー110 432: O. 0722 67 0.0112 

2. 2480 1947 9208 9454 -246 171 0.0181 27 0.0029 
1752. 5 1. 2795 1948 8798 8883 -85 8 O. 0009 56 0.0063 

1949 9966 9851 114 70 0.0071 27 O. 0027 
2540. 4: O. 3463 1950 9383 9947 564 211 0.0212 
2976. 0 O. 1715 1951 9651 10338 -688 281 O. 0272 65 0.0063 

o. 1606 1952 9042 10106 -1064 229 o. 0226 71 O. 0070 
4272. 8 0.2371 1953 9923 10560 637 696 O. 0659 67 0.0063 

-0. 0631 1954 8239 9866 -1628 932 0.0945 84 0.0085 
4064. 0 0.0152 1955 9113 10051 -937 1060 O. 1054 121 0.0120 

-0. 0089 1956 11855 11585 269 2237 O. 1930 762 0.0658 
4129. 0 0.0251 1957 10899 11811 -912 1707 O. 1445 355 0.0301 

0.0000 1958 11464 12274 -810 1505 O. 1226 216 0.0176 

4133. 2 0.0010 1959 11993 12498 -505 1336 O. 1069 280 0.0224 

1960 12858 12618 240 3381 o. 2680 440 0.0349 
4421. O. 0.0622 1961 12419 13062 -643 3830 O. 2932 501 0.0384 

4870.8: O. 1017 1962 13009 13315 -306 3620 O. 2719 95 0.0071 

O. 0842 1963 12812 13410 -598 3768 O. 2810 17 0.0013 

6000. 4 O. 1362 1964 12584 13361 ー777 2913 O. 2180 14 0.0010 

1965 12409 12993 -584 2539 O. 1954 52 O. 0040 

7150.8: 0.0917 1966 12745 12503 242 3725 O. 2979 205 0.0164 

O. 0920 1967 14453 12483 1970 6442 O. 5161 644 0.0516 

8268. 4 O. 0589 1968 14449 12251 2198 7735 O. 6314 2975 O. 2428 

|8mo-oω 1969 14003 11965 2038 9355 O. 7819 5533 O. 4624 

8272. 4. o. 0020 1970 12689 11948 741 10470 O. 8763 7202 0.6028 

8522. O. O. 0302 1971 10887 11859 -972 7747 O. 6533 5891: ..0.4968 

1972 11897 11948 ー51 5750 0.4813 3074: O. 2573 

10301.0. ~ 1505 1973 12149 12078 71 4088 O. 3385 1477. 0.1223 

0.3217 1974 12292 12033 259 3404 O. 2829 615: 0.0511 

15570.0 O. 1436 1975 13165 11964 1201 4909 0.4103 1142: 0: .09~~ I 
1 16572.0 O. 0644 1976 11772 11819 -47 5262 0.4452 

264i •••• 0.2235 

J. __""，;，jj( 主



島林関係予算推移

側関係予算段移

1881 71450 1113 O. 0156 水林予算 1量温管理費等占有率

1882 73481 2. 84 1040 -6. 56 0.0142 
申ぴ率 fび率 予算占率対 予対一般予

1883 83107 13. 10 911 ー12.40: 0.0110・ 1935 2206478 2.01 103448 -20. 32 o. 0469 0.3277 O. 0154 

1884 76663 ー7.75 931 2.20 0.0121 1936 2282176 3. 43 98627 -4. 66 o. 0432 O. 0828 O. 0036 

1885 61115 -20.28 704 -24. 38 0.0115 
1937 2709157 18.71 115352 16. 96 0.0426 O. 1237 O. 0053 

1886 83224 36. 18 1010 43. 47 0.0121 
1938 3288029 21.37 132708 15. 05 O. 0404 O. 1352 O. 0055 

1887 79453 ー4.53 536 -46. 93 O. 0067 
1939 4493833 36. 67 225134 69. 65 0.0501 -0.0190 -0.0010 

1888 81504 2. 58 715 33.40 O. 0088 
1940 5860213 30. 41 333568 48. 16 O. 0569 O. 0551 0.0031 

1889 79714 -2.20 442 ー38.18 O. 0055 1941 8133891 38.80 546622 63. 87 O. 0672 O. 2291 O. 0154 

1890 82125 3. 02 1218 175. 57 0.0148 
1942 8276475 1.75 632500 15. 71 O. 0764 O. 2759 0.0211 

83556 1. 74 924 -24. 14 0.0111 
1943 12551813 51. 66 1442009 127. 99 O. 1149 

1891 
O. 1326 O. 0152 

1892 76735 -8. 16 1325 43. 40 0.0173 
1944 19871947 58. 32 2077076 44.04: O. 1045 O. 2116 0.0221 

1893 84582 10.23 1422 7. 32 0.0168 
1945 21496 -99. 89 3077 -99. 85 O. 1431 1.0435: O. 1494 

1894 78129 ー7.63 1196 -15. 89 0.0153 
1946 115207 435. 95 11590 276. 67 O. 1006 O. 9439 O. 0950 

1895 85317 9.20 1236 3.34: 0.0145 
1947 205841 78. 67 10877 -6. 15 O. 0528 O. 5673 O. 0300 

1896 168856 97. 92 1631 31.96 O. 0097 
1948 461974 124. 43 28159 158.89 0.0610 O. 0433 O. 0026 

1897 223679 32. 47 2879 76. 52 0.0129 
1949 699448 51. 40 62183 120.83 O. 0889 O. 3215 0.0286 

1898 219758 -1. 75 3956 37. 41 0.0180 
1950 633295 -9. 46 48548 21. 93 O. 0767 O. 0557 0.0043 

1899 254166 15. 66 6719 69. 84 0.0264 
1951 749833 18.40 83267 71. 51 O. 1110 0.5791: 0.0643 

1900 292750 15. 18 11583 72. 39 O. 0396 
1952 873942 16. 55 145001 74. 14 O. 1659 O. 3891 0 o. 0646.0646 

1 1901901 2 26685766857 8 8. 8484 l 11075 1075 --4. 394.39 0 O. 04150415 
1 1953953 1 1017164017164 1 16. 39 639 1 14908349083 2 2.82.82 0 O. 14661466 0 0.2021202l 0 O. 02960298 

1 1902902 2 28922789227 8 8.3838 7 7195195 --35. 033503 0 o. 02490249 1 1954954 i 1040761O4076 1 2 2. 3232 1 111713 1 1713 --25. 072507 0 0.10731073 0 O. 08640864 0 O. 00930093 

1 1903903 2 24959649596 --13.7013.70 9 9768768 3 35. 76576 0 0.03910391 
1 1955955 i 1018169O18169 一22.1717 9 962306230 ー113.86386 0 O. 09450945 0 O. 08830883 0 O. 0083.0083 

1 1904904 2 27705677056 l 11.00 1.00 8 8635635 l 11.60 l.60 0 0.0312.0312 
1 1956956 1 1069205069205 5 5.0101 9 904470447 --6. 016.0l 0 0.08460846 0 O. 05000500 0 O. 00420042 

1 1905905 4 42074120741 5 51. 86186 8 8944944 3 3. 58.58 0 0.021302i3 
1 1957957 1 1187676 1 87676 1 11.08 108 1 12209422094 3 34. 99499 0 O. 10281028 0 O. 26412641 0 0.02710271 

1 1906906 4 46427664276 1 10.35035 1 11857 1857 3 32. 57257 0 O. 02550255 
1 1958958 1 1331562331562 1 12. 1121 1 1 10072500725 ーl17.507.50 0 O. 07560756 0 O. 00000000 0 O. 00000000 

1 1907907 6 60240102401 2 29. 75975 1 166986698 4 40.830683 0 O. 02770277 
1 1959959 1 1495040495040 1 12. 28228 1 115154 15154 1 14. 33433 0 0.07700770 0 O. 0000.0000 0 O. 0000.0000 

1 1908908 6 6363613636 1 5 5. 6464 2 212241224 2 27. 1171 1 0 O. 03340334 
1 1960960 1 1743148743148 1 16. 60660 1 16344163441 4 41. 931.93 0 O. 09380938 0 O. 19641964 0 O. 0184.0184 

1 1909909 5 53289432894 ーl16.26 B26 1 148094809 --30. 233023 0 O. 02780278 
1 1961961 2 2063468063468 1 18.38838 2 21975019750 3 34. 45445 0 O. 10651065 0 O. 31403140 0 O. 03340334 

1 1910910 5 569154 .69154! 6 6.80.80 1 146844684 0 0.84.84 0 0.02580258 
1 1962962 2 2556617556617 2 23. 90390 2 24437344373 1 11.21 121 0 O. 09560956 0 O. 29052905 0 O. 02780278 

1 191191 1 5 58437584375 2 2.6767 1 127542754 --13. 141314 0 0.02180218 
1 1963963 3 3044292044292 1 19.08908 2 29389393893 2 20.26026 0 O. 09650965 0 0.26712671 0 O. 02580258 

1 1912912 5 59359693596 1 1.58.58 1 134823482 5 5. 7171 0 O. 02270227 
1 1964964 3 3310969310969 8 8.7676 3 34413644136 1 17. 10710 0 O. 10391039 0 O. 3156.3156 0 O. 03280328 

1 1913913 5 57363473634 --3. 36336 1 16553 6553 2 22.78278 0 o. 02890289 
1 1965965 3 3723017723017 1 12. 44244 3 39627796277 1 15. 15515 0 O. 10641064 0 O. 3294.3294 0 0.03510351 

1 19149i4 6 64842048420 1 13. 04304 1 1981198l l 1 19. 68968 0 O. 03060306 
1 19669E6 4 4459196459196 1 19. 779.77 5 55707857078 4 40. 580.58 0 O. 12491249 0 O. 38223822 0 o. 04770477 

1 1915915 5 58326983269 --10. 051005 l 16999 B999 ー114.194.19 0 0.02910291 
1 1967967 5 51130351 13035 1 14. 664.66 6 61677016770 1 10.72072 0 O. 12061206 0 o. 4000.4000 0 O. 04820482 

1 1916916 5 59057590575 1 1.25.25 1 190049004 1 11. 79 179 0 O. 03220322 
1 1968968 5 5937082937082 1 16. 12612 6 69987399873 1 13. 47347 0 O. 11791 179 0 O. 39963996 0 O. 04 i 1047l 

1 1917917 7 73502435024 2 24. 46446 4 408710871 1 115.07 1507 0 O. 0556.0556 
1 1969989 6 6917833917833 1 16. 52652 8 84893148931 2 2l. 30: o. 12271.30! 0.1227 0 0.4158. 0.05104158. 0.0510 

1 1918918 1 1017035017035 3 38. 37837 6 698589858 7 70. 92092 0 O. 06870687 
1 1970970 8 8187697187697 1 18. 36836 1 1043674043674 2 22. 94294 0 O. 12751275 0 O. 43734373 0 O. 05570557 

1 1919919 l 1172328 l72328 1 15. 27527 1 12584325843 8 80. 14014 0 O. 10731073 
1 1971971 9 9561131561 13l 1 16. 77677 1 1152916 15291 6 1 10. 47047 0 o. 12061206 0 o. 4132.4132 0 o. 0498.0498 

1 1920920 1 1359978359978 1 16.0160l 4 467196719 --62. 886288 0 O. 03440344 
1 1972972 l 11932172 1932172 2 24.80480 1 1390862390862 2 20. 64064 0 O. 11661 166 0 0.38123812 0 O. 04440444 

i 1921921 1 1485896485896 9 9. 2626 5 536223622 1 14.78478 0 o. 03610361 --0. 022800228 ー0O.00080008 1 1973973 1 147783034778303 2 23. 853.85 1 1809130809130 3 30.07007 0 O. 12241224 0 o. 4511.451 1 0 0.05520552 

1 1922922 1 1428466428466 --3. 87387 5 579807980 8 8. 1313 0 o. 040604013 0 O. 14291429 0 O. 00580058 1 1974974 1 190997939099793 2 29. 249.24 2 2254558254558 2 24. 62462 0 O. 11801 180 0 O. 44284428 0 O. 05230523 
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l' 2' 3， 4・ 5 ' 6 7 8 9 10 

名目 k稲 こ条大麦 六条大麦 裸麦 小麦 。 甘藷 馬鈴薯 大豆 ! 小豆 菜種

1949 166 ......・

1950 338 
・・... ー

66 ， 33・ 89 334 381 ， 398 
1951 489 

425・
219 107 201 680 640 1353 

1952 543 241 132 238 ' 458 849 1007 

1953 579 493 225 139 ， 161 ， 481 705 ， 622 86 

1954 703 514 : 235 ' 139 219 ， 500 720 252 ， 748 ' 228 
1955 936 494 ' 193 118 ， 220 ， 499 448 664 1125 345 

1956 436 ' 209 107 165 ' 317 271 414 ， 775 299 ' 838 
1957 906 623 255 84 ' 218・ 516 568 497 665 159 

1958 934 354 215・ 58 196 603 873 ' 879 815 207 ' 

1959 1029 385 ， 275 147 265 453 909 882 ， 1587 416 

1960 1053 : 398 ' 26~ '............1U 312 568 898 ， 1127 1887 ， 368 
1961 1088 ' 601 : 385 : 219 ， 440・ 761 ' 884 1400・ 2475 260 

1962 1393 ' 573 ' 358 ' 212 433 863 669 984 1679 266・

1963 1555: 140: 117， 281・ 163 942 1186 1344 2379 113 

1964 1758 727 440 164 ， 416 423 1210 1181 113 

1965 2008 653 350 ， 405 525 ， 967 1268 ， 812 3515 448 

1966 2301 ， 899 610 ， 242・ 544 ' 1192 802 : 483 1202 417 

1967 2627 1203 766 341 ， 672 751 2455 : 1256 3542 537・

1968 2794 1392 833 ， 569 981 610 659 1205 4116 569 

1969 2440 1164 ， 775 ， 271 605 ， 755 1658 ， 1227 5778 801 

1970 2493 774 ' 621 ' 123 ， 454 832 : 3906 ' 1655 8582 979 

1971 2308 1456 ' 1090 : 416 ' 441 800 ' 2408 ， 963 ， 5217 1146 
1972 3004 1633 ， 1149 33 ， 702 ， 1177 2961 2575 4957 1444 
1973 4084 ， 1402 1617 : 553 1534 ' 1410 6279 4589 11800 1940 
1974 5675 3815 ' 2215・ 1688 2465 ' 3991 8452 2890 ' 12606 : 1804 

1975 6953 2754 : 1684 529 ， 1468 4011 3186 3589 : 10038 : 2381 
1976 5824 2366 1228 ' 1309 ' 3058 11509 4551 ， 12600 ， 3143 ' 
1977 7089 5771 3918 : 213 4351 : 4521 9545 : 9211 ， 21152 5502 
1978 6848 9038 3753 3319 9788 ' 3795 4902 ' 23591 ， 27183 5897 
1979 5742 10096 ， 6153 4967 ， 14036 3681 11940 16041 ， 22599 3931 
1980 4972 ， 8338 4913 2513 10472 3996 14469 5835 ' 1165 6392 
1981 4674 6254 ' 5866・ 2831 ' 4845 4582 1125 697 18881 3535 

1982 4250 9257 4735 2436 12999 5026 1273 5406 26696 6455 

1983 4324 5805 ， 108 1845 ， 4679 3253 
16135 

9407 

1984 7239 1628 7329 12518 ' 5651 12407 21864 6971 

1985 6133 5094 ， 15963 5990 3363 16972 15808 9691 
1986 6828 ， 1947 1785 : 11499 ， 5910 9813 ， 4200 11977 6083 
1987 4701 427 2596 ， 6389 ' 4586 6414 861 ， 18050 6408 
1988 7364 5439 7753 2141 ， 15414 4775 
1989 3364 ， 6057 8673 846 27475 9268 
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繭 落花生 。きゅうり ト7 ト!

1459 : 7266 ' 2671 ， 3553 
1588 ' 4599 ， 2330 ， 3083 
1095 ' 2974 : 1214 : 1684 

411 ' 
634 
731 
844 
350 
921 
796 
575 
366 
876 
642 
817 . 
342 ， 

8
7
2
4
4
0
2
7
1
6
3
8
4
5
1
7
8
7
5
8
1
3
4
 

8
6
7
7
-4
6
8
9
6
5
6
9
9
6
5
4
1
2
6
6
7
1
5
 

0
4
9
4
3
3
4
1
8
2
3
4
4
8
6
9
0
2

4
・
4
7
7
5

3
1
2
2
2
2
3
7
6
6
7
6
5
5
4
7
5
2
8
8
5
3
1
 

e

e

l

-

2 

謹王
3757 
3454 
2107 



円当たり寺干高縫磁調件陸路{先日】

名目

1949 
1950 
1951 
1952 
1953 
1954 
1955 
1956 
1951 
1958 
1959 

I~WI. 
1961 
1962 
1963 
1964 
1965 
1966 
1961 
1968 
1969 
1910 
1911 
1912 
1913 
1914 

l.m.J 
1916 
1911 
1918 
1919 
1980 
1981 
1982 
1983 
1984 
1985 
1986 
1981 
1988 
1989 
1990 

全平均
55.85 
55.15 

21 22' 23. 24' 25 26 ~ 21' 28. 29' 30 
白菜きゃべっ 。 ねき' 玉葱 大根 人参 。 里芋 りんご温州みかん ぶどう

秋とり 冬とり 秋冬とり 都府県 秋とり秋冬とり i 秋冬とり ヂfラウェア

23132 ' 
8488 
3609 
602 ， 
12101 
4006 
9345 
3919 
4121 ， 
13649 

819 
981 
868 
411 
848 ， 
916 
1109 
690 ， 
811 
1069 
618 
4013 

211 
419 
1054 ， 
855 ， 
849 ' 
1238 
1341 
161 
1404 ， 
469 ' 
960 
3058 ， 
1554 
983 ， 
1999 ， 

1841 ， 
551 

4
7
9
6
4
7
4
5
9
8
7
8
6
0
4
-
9
9
0
2
1
9
4
4

8

 

0
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8
8
7
3
4
9
2
3・
8
1
7
6
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-
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5
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4
4
4
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1
1
0
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2
1
2
6
5
1
8
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3
2
1
0
9
0
0
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2

2

1

1

4

4

4・
6
2
1
6
6
-

1

7

2

8

7

0

6

1

1

 

1160 
518 ， 
651 ， 
688 ， 
301 
611 

539 ' 
640 ， 
1032 ， 
328 
563 

934 

1994 ， 
481 ， 
2681 ' 
2250 ， 
263 ， 
3293 
2442 ' 
1189 
6568 ， 
4146 ， 
4590 
11594 ， 
1634 ， 
626 
3 599 ~ 
5004 
21492 
1482 ' 
5818 
12341 

白菜きゃべっ 。 ねぎ 白 玉葱

4314・ 8441， 3005 ' 3251 
4643・ 8913， 2813 ~ 3693 
2852 . 3591 ' 1601 ， 1812 

131 
948 
2513 
1115 
5814 
1512 ' 
2491 
5815 ， 
1628 
9236 
5698 

1156 
5830 
1041 
816 
16905 ， 
2551 
24351 
13012 ， 

53888 
22038 
4988 ， 
3325 ， 
45629 
651 
28814 ， 
2190 
19543 
11810 ， 
19858 

236 
181 
511 
605 
243 ， 
516 
520 
94 
626 

1196 ' 
2399 
115 
3496 
3051 
1620 
1868 ， 
9505 ， 
5904 
20013 
12316 
10895 
8403 
28411・
5395 
69651 ' 

主盟十一ム室
1145 ， 9512 
4893， 11623， 
2840 ， 3045 

153 
813 
594 ~ 
461・
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3844 ， 
1625 
1436 
3248 
2613 
2803 ， 
2243 
6544 

里芋 りんご温州みか心 ぶどう

5611 ~ 4151 ~ 2806 ， 2411 
6149' 4303: 2921: 2533 
3211 : 2138; 2558 2290 

ヱ旦当主旦登働翠嵐盤盤血血

31' 32 ~ 33' 34' 35' 36， 31， 38， 39 
E目 日本なし ! 桃 t 牛乳 鶏卵 肥育豚 仔豚 ; 肥育牛 j 仔牛 7ロイ7 平均

一十世紀 大久保 。

19491 1 90 
1950 1 2341 '・ 314
19511 294， 114，・ 1 416 
1952 1 199 ~ 1 518 
1953 1 294 ' 250 ' 1 518 
1954 1 661: 169' 1 594 
19551 181， 41， 1 612 
1956 1 421 ' 215 : 1 629 
1951 1 318 ， 212 ' 1 512 
19581 405' 90， 1 593 
19591 481 ~ 885' 111 ~ 1 102 
1960 1 355 ~ 2121 ' 225 ' 395 ~ 1401 ' 219 ， 102 ~ 1 183 ' 
19611 518 ~ 1328' 358， 843， 1041， 508' 128' 1 1051 
19621 135 ~ 1393 ~ 552 ~ 185， 198' 556' 1 980 
19631 681: 2381: 1481: 1341: 2324: 463 ~ 1 1141 
1964 1 439 ' 134 ' 818 ' 1312 ' 165 ' 1 999 
1965 1 622 ' 181 : 982 : 1131 : 316 : 1 1229 
1966 1 3318 ' 811 : 1882 ' 844 ' 1259 ~ 1215 ， 343 ， 1 1289 ' 
1961 1 2091 ~ 2139 ~ 1168 ' 1421・ 648， 92， 115， 336' 1 1529 
1968 1 1320 ' 2304 ' 1848 ' 2333 ' 1914 ' 1610 ~ 1666 ' 198 ， 1560 1 1582 ' 
1969 1 2181 : 3080 : 2010 ' 1830 ~ 2992 ~ 5458 ' 593 ， 1254 1 2106 
1910 1 2145 : 3213 : 2166 : 1864 ' 2034 ~ 3812 ， 1553 ， 1136 1 2131 ， 
1911 1 3288 3620' 2119: 619' 1913 ~ 1134 ~ 2112， 1 2161 
19121 4628' 4633: 2839' 2426: 5385 ~ 4418 ~ 2415 ~ 1 2118 
19131 3946' 5613: 4000: 4453' 5016: 5136' 6419' 2623 ~ 1 4993 

l:;~ I m:: :~~U !~~; : . 5m [ m~ l ~;~: [ . ~~:~ L... 4~;~ . m: I m: 1915 1 1558 : 6066 ~ 5495 ' 5145 ~ 8505 ~ 6906 ' 3561 ， 250 ， 6268 1 5928 
1916 1 8126 : 5656 : 6618 : 4238 ' 13341 ' 15241 ~ 10163 ' 6648 1 6831 
1911 1 9489 : 7812 : 1513 ' 5448 : 5052 ' 8027 ' 10643 ~ 397・ 58901 6385 
19781 9609' 5385: 8242: 5762: 11138: 8604' 5244: 1283 ~ 59411 7814 
19191 7642' 3191' 9813' 4391: 10256: 8041 ~ 8761' 2195' 4351 1 9633 
1980 1 6636 : 2818 ' 8961 ' 6998 ' 883 : 11334 : 3936 ' 4973 1 6784 
1981 1 8071 : 3723 : 1012 ~ 11830 ' 8432 ， 7688 ' 3655 ， 3016 ， 5592 1 8704 ， 
1982 1 1242 ， 2682・ 6706' 8868 ~ 6659 ， 7833 ~ 6053 1 7325 
19831 6770' 2632: 7878 ~ 142 ~ 12550， 9911， 2191' 23881 10811 
19841 5832' 5017: 1954' 7687' 1372' 6120， 41151 9259 
1985 1 8096 : 1328 : 8781 ' 558 : 4828 ' 5813 : 8798 : 5131 1 8549 
19861 6463: 3558: 10661' 19084 ' 6336: 4018' 13884' 133491 9929 
19811 6111 : 8624: 12282: 8299: 5911 ' 6782' 17191 ~ 1193， 101021 1020 
1988 1 5514 : 5131: 12902 ' 8609 ~ 1225 : 19015 ' 6250 : 6263 1 8085 
19891 1229: 7531' 14581: 355: 4192' 4043 ~ 17356 ~ 9246， 94051 13548 
1990 
日本なし j 桃 牛乳 怨卵 肥青豚 仔豚 。 肥育牛 i 仔牛 7ロイト 平向

き平局 3920 ' 4085 ' 4324 : 3846 : 5011 : 4901 ' 5660 : 2241 : 5352 1 4273 
55.851 4117: 3120: 3632・ 3111' 4801' 4803: 3866' 1414 ~ 41111 4017 
55.75 1 2064 : 3114 : 1470・ 1818: 2362 : 2710 : 1858 : 1042 ' 2296 1 1976 

4229 

J 

625 
513 
659 ， 
669 
1368 
521 ， 
1168 ， 

ぅι



一日当た円境衛樟酬彬移{名同}

ー円当た円寺守衛部副憐移f宰曾)

名目 | 分散データ数 i 不偏分散綴準偏差 t-value 

f7叶I*ial二条大£六条大A d dl d 馬鈴4 4 J d 1949 1 0 
1950 I 231004 
1951 1 109834 
1952 1 64826 
1953 I 79069 ; 
19541 110749 
1955 I 129252 
1956 1 230254 
1957 I 199116 
1958 1 115605 
1959 1 293191 
1960 I 321290; 
1961 1 111802 
19621 445612 
1963 I 821016 
19641 491034 
1965 1 733857 
1966 1 590431 
19671 829721 
1968 1 741827 
1969 1 1886019; 
1970 1 3234256; 
19111 1107557; 
1972 I 2718851 
1973 1 10644517 
1914 1 6043465 
1915 1 22341813 
1976114152164 
1917 1 15759549 
1918 I 31387026 
1919 1 93816559 
1980119049533 
1981 n36556426 
1982卜31437168
1983 ~83555214 
1984 1 65246640 
1985卜28229125
1986 s20861433 
1987 I 21101197 
1988 I 28650906 
1989 ~ 66646135 
1990 

3 ; 0 ' 0.00 
22: 242004: 491. 94: -0.0740 
23: 114826; 338.86; 0.0390 
23 ; 67772: 260.33; 0.0960 
27; 82110: 286.55: 0.2115 
29: 114704' 338.68; 0.3227 
30; 133109; 365.66; 0.8862 
30: 238193; 488.05; 0.4291 
30; 206602; 454.54' 0.7339 
30: 119592: 345.82: 0.9868 
29; 304290' 551. 62; 0.5930 
34' 331026; 575.35; 0.4691 
34; 795190; 891. 73; 0.0344 
32' 459987; 678.22; 0.6095 
32' 847562; 920.63' 0.4427 
26; 510675; 714.62; 1. 0625 
28: 761037; 812.37: 0.8933 
36; 601307' 179.30; 1. 2987 
37， 852715' 923.46; 1. 1892 
37; 762433; 873.17; 1. 3877 
37; 1938408' 1392.27' 0.2396 
37; 3324097; 1823.21: -0. 1307 
36; 1756344; 1325.27' 0.1108 
36; 2796538; 1672.29; 0.1352 
37 ' 10940198; 3301.60; -0.2141 
38・6206802; 2491. 35: 0.5703 
38 ; 22945646' 4790.16' 0.2139 
35 : 14569022; 3816.94: -0.2655 
36 ; 16209822・4026.14・ 0.1748
36 ' 38455221' 6201. 23・-0.1654 
37 ; 96422575; 9819.50; -0.3962 
36・19593805:4426.49; -0.4093 
35 '140572191 ; 11856.34; -0.3399 
34 ; 32389809' 5691. 20; -0.5402 
34 192141797 ' 17092.33; -0.3195 
35 ; 67165659; 8195.41; -0.2464 
35 ' 29059394; 5390.68: -0.4481 
35 ~3029853 4 ; 18174.12; -0.1706 
35 ; 21728614; 4661.40; -0.4915 
36 ; 29469504; 5428.58' -0.6891 
34港80786927;21926.85; -0.3570 
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